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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロードキャスト送信方法において、
　データをブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナル
を送信することと、
　前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く１又は複数の干渉制
御信号を監視することと、ここで、前記１又は複数の干渉制御信号のそれぞれは、ブロー
ドキャスト・データを受信する無線端末において、複数のブロードキャスト・インジケー
タ・シグナルの受信に基づいて、送信される、
　前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決
定することを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本出願は、2007年7月10日付け提出され、本願の譲受人に譲渡された「METHODS AND APP
ARATUS FOR SENDING BROADCAST/MULTICAST MESSAGES IN A PEER-TO-PEER NETWORK」と題
される米国仮出願第60/948,968号の利益を主張する。そして、その全体が参照によって本
明細書に明確に組み込まれる。
【０００２】
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　（技術分野）
　様々な実施態様は、無線通信に関係し、より詳しくは、ピアツーピア・ネットワークに
おいてブロードキャスト通信をサポートすることに関係する方法及び装置に関係する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムにおいて、一般的に、結合された制御シグナリング及びトラフィック
・シグナリングについて、無線通信デバイスによる利用のために使用可能である一定量の
エアーリンク資源が存在する。集中制御が欠如している無線通信システム（例えば、アド
ホックなピアツーピア・ネットワーク）において、トラフィック・エアーリンク資源をス
ケジュールすることは、難しい課題である。
【０００４】
　ピアツーピア・ネットワークにおける第１のデバイスは、データを該ネットワーク中の
複数の他のデバイス（例えば、制限のない一セットのデバイス）へブロードキャストする
ことを望む場合があり、そして、それは偶然その時にその局所的な周辺で起こるかもしれ
ない。同様に、ピアツーピア・ネットワークにおける第２のデバイスはまた、データを該
ネットワーク中の複数の他のデバイスへブロードキャストすることを望む場合があり、そ
して、それは偶然その時にその局所的な周辺で起こるかもしれない。ブロードキャスト・
シグナリングのアプローチを用いることは、同一のユニキャスト・データ信号を複数のピ
アツーピア・コネクションの上で複数のデバイスへスケジューリングし送信しなければな
らないことに比べて、ときおり、効率的であることがある。しかし、ピアツーピア・ネッ
トワークにおいて、同一のエアーリンク資源を使用して、第１及び第２のデバイスの両方
が同時にブロードキャストする場合には、デバイスの位置、送信電力レベル、チャネル状
態、受信機の能力などに応じて、可能な受信機デバイスによるブロードキャスト信号情報
の回復が、受け入れられない可能性がある。上記の検討に基づいて、ピアツーピア・ネッ
トワークにおいてブロードキャスト・データ・シグナリングをサポートし、干渉管理を提
供する方法及び装置の必要性が存在する。
【発明の概要】
【０００５】
　ピアツーピア無線通信ネットワークにおけるデータのブロードキャスト及び／又は干渉
管理に関係する方法及び装置が説明される。様々な実施形態において、トラフィック・エ
アーリンク資源のスケジューリングは、分散される方法でスロットごとを基準として実行
される。ブロードキャスト・トラフィック信号を送信するつもりである無線デバイスは、
ブロードキャスト・リクエスト信号（時々、代わりに、ブロードキャスト・インジケータ
・シグナルと呼ばれる）を送信する。プライオリティー・レベルは、ブロードキャスト・
リクエスト信号の各々と関連している。ブロードキャスト信号を受信するつもりである受
信機デバイスは、該ブロードキャスト・リクエスト信号を検出し、そして、より低いプラ
イオリティーのブロードキャスト・トラフィック信号が存在する下で、より高いプライオ
リティーのブロードキャスト・トラフィック信号が正常に（successfully）回復されるこ
とが可能であるかどうかに関して干渉判定をする。該判定が、該より低いプライオリティ
ーのブロードキャスト・トラフィックからの予期される干渉が容認できないことであるな
らば、該受信機デバイスは、干渉制御信号を生成して送信する。干渉制御信号（ブロード
キャストすることを意図するより低いプライオリティーのデバイスにより受信されると予
期される）は、より低いプライオリティーのデバイスへ、受信機デバイスがより低いプラ
イオリティーのデバイスへブロードキャストしないように命令又は要求することを、通信
する。
【０００６】
　幾つかの実施態様に従った、例示的なブロードキャスト送信方法は、データをブロード
キャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナルを送信することと、
前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く干渉制御信号を監視す
ることと、前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか
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否かを決定することを含む。幾つかの実施態様に従った、例示的な無線端末は、データを
ブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナルを生成する
ように構成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナル生成モジュールと、前記生
成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルをブロードキャストするように無線
送信機モジュールを制御するように構成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナ
ル制御モジュールと、前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く
干渉制御信号を監視するように構成されたレスポンス監視モジュールと、前記監視の結果
に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決定するように構成
されたブロードキャスト決定モジュールとを含む。
【０００７】
　幾つかの実施態様に従った、第１のデバイスをオペレートする例示的な方法は、第２の
デバイスから、該第２のデバイスに対応する第１のプライオリティーを持つ第１のブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナル（該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルは、該第２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示す）を受信する
ことと、第３のデバイスから、該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持
つ第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナル（該第２のブロードキャスト・イン
ジケータ・シグナルは、該第３のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示
す）を受信することと、前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナル
の相対的なプライオリティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定
をすることを含む。幾つかの実施態様に従った、例示的な無線通信デバイスは、信号を受
信するように構成された無線受信機モジュールと、（ｉ）前記受信した信号において、第
２のデバイスからの第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナル（該第１のブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナルは、該第２のデバイスに対応する第１のプライオリ
ティーを持ち、該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第２のデバイ
スによりデータをブロードキャストする意図を示す）を検出し、（ｉｉ）前記受信した信
号において、第３のデバイスからの第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナル（
該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第３のデバイスに対応する第
２のプライオリティーを持ち、該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、
該第３のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示す）を検出するように構
成されたブロードキャスト・シグナル監視モジュールとを含む。例示的な無線通信デバイ
スは、前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルの相対的なプライ
オリティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をするための干渉
制御シグナリング決定モジュールを更に含む。
【０００８】
　様々な実施態様が上記概要で述べられたが、必ずしもすべての実施態様が同一の特徴を
含むというわけではなく、また、上述された特徴の幾つかは必ずしも必要ではなく、幾つ
かの実施態様において望ましい場合があることは、認識されるべきである。様々な実施態
様の多数の更なる特徴、実施態様及び利点は、後に続く詳細な説明で述べられる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、例示的な一実施態様に従った、例示的なピアツーピア・ネットワーク（
例えば、ブロードキャスト・トラフィック・シグナリングをサポートするアドホックな通
信ネットワーク）の図である。
【図２】図２は、例示的な一実施態様に従った、第１のデバイス（例えば、ブロードキャ
スト・シグナリング及びユニキャスト・シグナリングをサポートする無線通信デバイス）
を操作する例示的な方法のフローチャートである。
【図３】図３は、例示的な一実施態様に従った、例示的な無線端末（例えば、ブロードキ
ャスト・データ・シグナリングをサポートするピアツーピア・モバイルノード）の図であ
る。
【図４】図４は、例示的な一実施態様に従った、通信デバイスを操作する例示的な方法の
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フローチャートである。
【図５】図５は、例示的な一実施態様に従った、例示的な無線端末（例えば、ブロードキ
ャスト・データ・シグナリングをサポートするピアツーピア・モバイルノード）の図であ
る。
【図６】図６は、第１のデバイス（例えば、ブロードキャスト・シグナリングのための干
渉制御を実装する無線通信デバイス）を操作する例示的な方法のフローチャートである。
【図７】図7は、例示的な一実施態様に従った、例示的な無線端末（例えば、ブロードキ
ャスト・データ・シグナリングのための干渉管理をサポートするピアツーピア・モバイル
ノード）の図である。
【図８】図８は、幾つかの実施態様において使用されるブロードキャスト及びピアツーピ
ア・ユニキャスト・トラフィック・シグナリングを容易にする例示的な繰り返されるタイ
ミング構造を示す図である。
【図９】図９は、例示的な一実施態様に従って、図８の例示的なブロードキャスト送信リ
クエスト・エアーリンク資源及び図８の例示的なブロードキャスト受信機レスポンス・エ
アーリンク資源を更に詳細に示す。
【図１０】図１０は、例示的な一実施態様に従って、ブロードキャスト・シグナリングの
干渉管理を示すピアツーピア・ネットワークの領域における例示的なシグナリングを示す
図を含む。
【図１１】図１１は、例示的な一実施態様に従って、ブロードキャスト・シグナリングの
干渉管理を示すピアツーピア・ネットワークの領域における例示的なシグナリングを示す
図を含む。
【詳細な説明】
【００１０】
　図１は、例示的な一実施態様に従った、例示的なピアツーピア・ネットワーク１００（
例えば、アドホックな通信ネットワーク）の図である。例示的なネットワークは、ピアツ
ーピア・デバイスによるブロードキャスト・トラフィック・シグナリングをサポートする
。例示的なネットワークは、ピアツーピア・デバイスによるブロードキャスト・トラフィ
ック・シグナリングをサポートする。ブロードキャストは、少なくとも幾つかの実施態様
において、マルチキャスティングを含み、ブロードキャストを受信し得るデバイスの数に
ついてオープンであることができる。ブロードキャストは、時々グループキャストと呼ば
れているものとは、グループキャストでは伝送はユーザの閉じたグループ（例えばたいて
い受けて（listener）の数が知られている）に対する点で、異なっている。ブロードキャ
ストの場合、ブロードキャスト・デバイスは、ブロードキャストの受けての数を知ってい
ることもあるが、通常はそれを知らない。
【００１１】
　例示的なピアツーピア・ネットワーク１００は、ピアツーピア・トラフィック・シグナ
リング及びブロードキャスト・トラフィック・シグナリングをサポートする複数の無線デ
バイス（ピアツーピア・ブロードキャストが可能な通信デバイス１ １０２、ピアツーピ
ア・ブロードキャストが可能な通信デバイス２ １０４、ピアツーピア・ブロードキャス
トが可能な通信デバイス３ １０６、ピアツーピア・ブロードキャストが可能な通信デバ
イス４ １０８、…、ピアツーピア・ブロードキャストが可能な通信デバイスＮ １１０）
を含む。幾つかの実施形態においては、ネットワーク１００は、基準信号送信機１１６（
例えば、ビーコン送信機）を含む。幾つかの実施態様において、ネットワーク中の基準信
号送信機又は他のデバイスは、例えばブロードキャスト／ユニキャスト・トラフィック・
スロットに指定されるスロットとユニキャスト・スロットに指定されるスロットとの間の
混合（mixture）を識別する情報のようなネットワーク構成制御情報を通信する。
【００１２】
　通信ネットワーク１００中の無線デバイス（１０２，１０４，１０６，１０８，．．．
，１１０）は、相互にコネクション（例えば、ピアツーピア・コネクション）を確立する
ことができ、また、ユニキャスト・ピアツーピア・トラフィック信号を送信することがで
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き、また、ブロードキャスト・トラフィック信号を送信することができる。ネットワーク
１００において使用される繰り返されるタイミング構造（recurring timing structure）
が存在する。幾つかの実施形態においては、基準信号（例えば、基準信号送信機１１６か
らのＯＦＤＭビーコン信号）は、該タイミング構造に対して同期するために、無線デバイ
スにより使用される。あるいは、該タイミング構造と同期するために使用される信号が、
他のデバイス（例えば、ＧＰＳ送信機、基地局又は他のピアツーピアのデバイス）から供
給されても良い。本ネットワークにおいて使用される上記タイミング構造は、複数の個別
のトラフィック・スロットを含む。
【００１３】
　図２は、第１のデバイス（例えば、ブロードキャスト・シグナリング及びユニキャスト
・シグナリングをサポートする無線通信デバイス）を操作する例示的な方法のフローチャ
ート２００である。ステップ２０２において、オペレーションが開始する。ここでは、第
１のデバイスが電源投入され、そして、初期化される。オペレーションは、開始ステップ
２０２からステップ２０４及びステップ２１０へ進む。
【００１４】
　ステップ２０４（それは継続的に実行される。）において、第１のデバイスは、送信さ
れるべきデータを監視する。ステップ２０４は、サブステップ２０６を含んでも良く、そ
して時々それを含む。そこでは、第１のデバイスは、例えばユーザ入出力装置から送信さ
れるべきデータを受信する。送信されるべき受信データについて、オペレーションは、ス
テップ２０４からステップ２０７及びステップ２０８へ進む。ステップ２０７において、
第１のデバイスは、受信データをキューに格納する。ステップ２０８において、第１のデ
バイスは、ブロードキャスト・データ又はユニキャスト・データとして送信されるべき受
信データを指定する。
【００１５】
　ステップ２１０に戻って、ステップ２１０において、第１のデバイスは、現在、送信さ
れるために待機している、キューに入れられたデータが存在するかどうか判定する。ステ
ップ２１０の判定が、送信されるために待機している、キューに入れられたデータが存在
することであれば、オペレーションは、ステップ２１０からステップ２１２へ進み、そう
でなければ、オペレーションは、送信されるために待機している、キューに入れられたデ
ータが存在するかどうかに関する後の時点での更なるテストのために、ステップ２１０の
出力からステップ２１０の入力へ進む。
【００１６】
　ステップ２１２に戻って、ステップ２１２において、第１のデバイスは、ブロードキャ
スト・データが送信されるべきか又はユニキャスト・データが送信されるべきか判定する
。ステップ２１２は、サブステップ２１４及び２１６を含む。ときおり、ブロードキャス
ト・データが送信されるべきと第１のデバイスが判定するサブステップ２１４が実行され
る。そのような状況においては、オペレーションは、サブステップ２１４からステップ２
１８へ進む。ときおり、ユニキャスト・データが送信されるべきと第１のデバイスが判定
するサブステップ２１６が実行される。そのような状況においては、オペレーションは、
サブステップ２１６からステップ２２６へ進む。
【００１７】
　ステップ２１８に戻って、ステップ２１８において、第１のデバイスは、ブロードキャ
スト送信リクエストをサポートする第１のタイプの送信リクエスト・インターバル及びユ
ニキャスト送信リクエストをサポートすることに制限された第２のタイプの送信リクエス
ト・インターバルを含む繰り返されるタイミング構造において、ブロードキャスト送信リ
クエスト資源を識別する。幾つかの実施形態においては、第１のタイプの送信リクエスト
・インターバルは、ブロードキャスト及びユニキャスト送信リクエストの両方をサポート
する。幾つかの実施形態においては、第２のタイプ・リクエスト・インターバルの数は、
第１のタイプ・リクエスト・インターバルの数を超える。
【００１８】
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　様々な実施態様において、繰り返されるタイミング構造は、ユニキャスト送信に専用の
スロット及びブロードキャスト送信をサポートするスロットを含む。幾つかのそのような
実施形態において、ブロードキャスト送信をサポートするスロットの少なくとも一部は、
ユニキャスト送信をもサポートする。幾つかのそのような実施形態において、ユニキャス
ト及びブロードキャスト送信の両方をサポートするスロットに対応するブロードキャスト
送信リクエスト資源は、そのスロットに対応するユニキャスト送信リクエスト資源より高
いプライオリティーを持つ。
【００１９】
　オペレーションは、ステップ２１８からステップ２２０へ進む。ステップ２２０におい
て、第１のデバイスは、上記識別されたブロードキャスト送信リクエスト資源において、
送信リクエストを送信する。幾つかの実施形態において、上記識別されたブロードキャス
ト送信リクエスト資源において送信リクエストを送信することは、ブロードキャスト送信
をサポートするスロットにおいて送信することを含む。オペレーションは、ステップ２２
０からステップ２２２へ進む。ステップ２２２において、第１のデバイスは、それが、よ
り高いプライオリティー・リクエスト・レスポンス資源において、送信リクエスト・レス
ポンス（例えば、干渉制御信号）を受信したかどうか判定する。それがより高いプライオ
リティー・リクエスト・レスポンスを受信しなかったならば、オペレーションは、ステッ
プ２２２からステップ２２４へ進み、ここでは、第１のデバイスは、ブロードキャスト・
データを送信する。そうでなければ、オペレーションは、ステップ２２２から接続ノード
Ａ ２３４へ進む。オペレーションは、ステップ２２４から接続ノードＡ ２３４へ進む。
【００２０】
　ステップ２２６に戻って、ステップ２２６において、第１のデバイスは、上記繰り返さ
れるタイミング構造において、ユニキャスト送信リクエスト資源を識別する。オペレーシ
ョンは、ステップ２２６からステップ２２８へ進み、そこにおいて、第１のデバイスは、
送信スロット中に存在する該識別されたユニキャスト・リクエスト資源において、送信リ
クエストを送信する。幾つかの実施形態においては、上記記識別されたユニキャスト送信
リクエスト資源において送信リクエストを送信することは、ユニキャスト送信をサポート
する送信スロットにおいてリクエストを送信することを含む。オペレーションは、ステッ
プ２２８からステップ２３０へ進む。ステップ２３０において、第１のデバイスは、それ
が、ステップ２２８の送信された送信リクエストに応答するリクエスト・レスポンスを受
信したかどうか、そして譲歩しない（not to yield）と決定したかどうか判定する。第１
のデバイスが、リクエスト・レスポンスを受信し、そして譲歩しないと決定したならば、
オペレーションは、ステップ２３０からステップ２３２へ進み、そこで、第１のデバイス
は、ユニキャスト・データを送信する。そうでなければ、オペレーションは、ステップ２
３０から接続ノードＡ ２３４へ進む。幾つかの実施形態においては、ユニキャスト・デ
ータ送信に制限されている繰り返されるタイミング構造のトラフィック・データ送信イン
ターバルは、第２のタイプの対応する送信リクエスト・インターバルに制限される。
【００２１】
　オペレーションは、ステップ２３２から接続ノードＡ ２３４へ進む。オペレーション
は、接続ノードＡ ２３４からステップ２１０へ進み、そこで、第１のデバイスは、送信
されるために待機している、キューに入れられたデータが存在するかどうか確認する。
【００２２】
　幾つかの実施形態においては、例示的な方法はまた、ステップ２４１及び２４３を含む
。ステップ２４１（幾つかの実施態様において、それは継続的に実行される。）において
、第１のデバイスは、システム構成情報信号（system configuration information）を（
例えば繰り返されるタイミング構造中の所定の時間において）監視する。ステップ２４１
は、サブステップ２４２を含んでも良く、そして時々それを含む。そこでは、第１のデバ
イスは、構成情報、例えば、繰り返されるタイミング構造中の第１のタイプのスロット及
び第２のタイプのスロットの数を示す情報、繰り返されるタイミング構造中の第１のタイ
プのスロット及び第２のタイプのスロットのパターンを示す情報、繰り返されるタイミン
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グ構造中の第１のタイプのスロット及び第２のタイプのスロットの配分（distribution）
を示す情報、及び／又は、複数の代替的な繰り返されるタイミング構造のうちの一つを示
す情報を受信する。オペレーションは、サブステップ２４２からステップ２４３へ進む。
そこにおいて、第１のデバイスは、受信された構成情報に従ってオペレーションを実装及
び／又は調節（implements and/or adjusts）する。幾つかの実施形態においては、ネッ
トワーク領域の構成情報は、（例えば現在のネットワークの状態及び／又は要求に応じて
）動的に調整されることができ、そして時々そのようにされる。例えば、タイミング構造
は、現在の状態及び／又は要求を満たすためにブロードキャスト・トラフィックをサポー
トするより多い又はより少ないスロットを含むように修正されても良い。幾つかの実施形
態においては、構成情報は、固定ロケーションの送信機（例えば、ビーコン送信機）を介
して通信される。
【００２３】
　図３は、例示的な一実施態様に従って、ブロードキャスト・データ・シグナリングをサ
ポートする例示的な無線端末３００（例えば、ピアツーピア・モバイルノード）の図であ
る。例示的な無線端末３００は、様々なエレメントがデータ及び情報を交換することが可
能なバス３１２により互いに接続された、無線受信機モジュール３０２、無線送信機モジ
ュール３０４、プロセッサ３０６、ユーザ入出力装置３０８及びメモリ３１０を含む。幾
つかの実施形態においては、無線端末３００はまた、バス３１２に接続されたネットワー
ク・インターフェース３０７を含む。ネットワーク・インターフェース３０７は、無線端
末３００が、（例えば有線又は光ファイバーリンクを介して）バックホール・ネットワー
クに接続することを可能にする。
【００２４】
　メモリ３１０は、ルーチン群３１８及びデータ／情報３２０を含む。プロセッサ３０６
（例えば、ＣＰＵ）は、無線端末３００のオペレーションを制御し、方法（例えば図２の
フローチャート２００の方法）を実行するために、ルーチン群３１８を実行し、また、メ
モリ３１０中のデータ／情報３２０を使用する。
【００２５】
　無線受信機モジュール３０２（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ受信機）は、受信
アンテナ３１４に接続される。無線端末３００は、受信アンテナ３１４を介して他の無線
デバイスから信号を受信する。受信された信号は、例えば、ピア・ディスカバリー信号、
ブロードキャスト・リクエスト・レスポンス・エアーリンク資源の上で通信された干渉制
御信号、ユニキャスト送信リクエスト・レスポンス信号、チャネル品質情報信号、及び、
ユニキャスト・トラフィック承認信号を含む（unicast traffic acknowledgment signals
）。
【００２６】
　無線送信機モジュール３０４（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ送信機）は、送信
アンテナ３１６に接続する。無線端末３００は、送信アンテナ３１６を介して、他の無線
端末へ信号を送信する。送信された信号は、例えば、ピア・ディスカバリー信号、ブロー
ドキャスト送信リクエスト信号、ユニキャスト送信リクエスト信号、パイロット信号、ブ
ロードキャスト・トラフィック信号、及び、ユニキャスト・トラフィック信号を含む。幾
つかの実施形態においては、同一のアンテナが、受信機及び送信機のために使用される。
【００２７】
　ルーチン群３１８は、通信ルーチン３２２及び制御ルーチン群３２４を含む。通信ルー
チン３２２は、無線端末３００により用いられる様々な通信プロトコルを実装する。制御
ルーチン群３２４は、データ監視モジュール３２６、データ記憶モジュール３２８、伝送
タイプ分類モジュール（transmission type classification module）３３０、バックロ
グ判定モジュール３３２、伝送タイプ判定モジュール３３４、ブロードキャスト資源識別
モジュール３４０、ブロードキャスト送信リクエスト信号生成モジュール３４２、ブロー
ドキャスト・リクエスト制御モジュール３４４、ユニキャスト資源識別モジュール３４６
、ユニキャスト送信リクエスト信号生成モジュール３４８、ユニキャスト・リクエスト制
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御モジュール３５０、ブロードキャスト・レスポンス・モジュール３５２、ユニキャスト
・レスポンス・モジュール３５４、ブロードキャスト・トラフィック・モジュール３５６
、及び、ユニキャスト・トラフィック・モジュール３５８を含む。伝送タイプ判定モジュ
ール３３４は、ブロードキャスト判定モジュール３３６及びユニキャスト判定モジュール
３３８を含む。幾つかの実施形態においては、制御ルーチン群３２４は、構成モジュール
（configuration module）３５９を含む。
【００２８】
　データ／情報３２０は、タイミング構造情報３６０、生成された信号３９７、受信され
た信号３９８、及び、キューに入れられたデータ及び情報（queued data and informatio
n）３９９を含む。生成された信号３９７は、例えば、生成されたブロードキャスト・ト
ラフィック送信リクエスト信号、生成されたユニキャスト・トラフィック送信リクエスト
信号、ユニキャスト・トラフィック・レートを判定するための生成されたパイロット信号
、生成されたブロードキャスト・トラフィック信号、及び、生成されたユニキャスト・ピ
アツーピア・トラフィック信号を含む。受信された信号３９８は、例えば、受信された干
渉制御信号、受信されたピアツーピア・トラフィック送信リクエスト・レスポンス信号、
受信されたチャネル情報信号、及び、受信されたユニキャスト・トラフィック承認信号を
含む。キューに入れられたデータ及び情報３９９は、ブロードキャスト・トラフィック信
号又はユニキャスト・ピアツーピア・トラフィック信号のいずれかを経由して送信される
ために待機している格納データを含む。キューに入れられたデータ及び情報３９９はまた
、格納データ（例えば、ブロードキャスト又はユニキャスト）の部分（portion）、セッ
ト（set）又はブロック（block）を送信するために使用される伝送技術のタイプを分類す
る情報を含む。
【００２９】
　タイミング構造情報３６０は、繰り返されるタイミング構造の情報３６２を含む。繰り
返されるタイミング構造の情報３６２は、ピア・ディスカバリー・インターバル情報３６
４、ブロードキャスト／ユニキャスト・スロット情報３６６、ユニキャスト・スロット情
報３６８、及び、スロット・タイプ・シーケンス情報３７０を含む。ブロードキャスト／
ユニキャスト・スロット情報３６６は、ブロードキャスト・プレプリアンブル資源情報（
broadcast pre-preamble resource information）３７２、ユニキャスト・プレプリアン
ブル資源情報３７８、プリアンブル資源情報３８４、データ資源情報３８６、及び、承認
資源情報３８８を含む。ブロードキャスト・プレプリアンブル資源情報３７２は、ブロー
ドキャスト・リクエスト資源情報３７４、及び、ブロードキャスト・レスポンス資源情報
３７６を含む。ユニキャスト・プレプリアンブル資源情報３７８は、ユニキャスト・リク
エスト資源情報３８０、及び、ユニキャスト・リクエスト・レスポンス資源情報３８２を
含む。
【００３０】
　ユニキャスト・スロット情報３６８は、ユニキャスト・高プライオリティー・プレプリ
アンブル資源情報３９０、ユニキャスト・低プライオリティー・プレプリアンブル資源情
報３９３、プリアンブル資源情報３９３、データ資源情報３９５、及び、承認資源情報３
９６を含む。ユニキャスト・高プライオリティー・プレプリアンブル資源情報３９０は、
ユニキャスト・リクエスト資源情報３９１及びユニキャスト・リクエスト・レスポンス資
源情報３９２を含む。同様に、ユニキャスト・低プライオリティー・プレプリアンブル資
源情報３９３は、ユニキャスト・リクエスト資源情報、及び、ユニキャスト・リクエスト
・レスポンス資源情報を含む。
【００３１】
　データ監視モジュール３２６は、送信されるべきデータ（例えばユーザ入出力装置を介
して得られる入力データ）を監視する。データ監視モジュール３２６は、ときおり、他の
無線デバイスへ送信されるべきデータを受信する。データ記憶モジュール３２８は、送信
されるべき受信データを、例えば送信キューにおいて、キューに入れられたデータ及び情
報３９９の一部として、保存する。伝送タイプ分類モジュール３３０は、例えば、キュー
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に入れられた送信されるべきデータのために使用される伝送のタイプ（例えば、ブロード
キャスト及びユニキャストのうちの一つ）を分類及び／又は指定（classifies and/or de
signates）する。格納データの伝送タイプの分類は、送信されるべき受信データとともに
、キューに入れられたデータ及び情報３９９に保存される。
【００３２】
　バックログ判定モジュール３３２は、現在、送信されるため待機している、キューに入
れられたデータがあるかどうか判定する。伝送タイプ判定モジュール３３４は、ブロード
キャスト・データが送信されるべきか又はユニキャスト・データが送信されるべきか判定
する。ブロードキャスト判定モジュール３３６は、ブロードキャスト・データが送信され
るべきかどうか判定する。ユニキャスト判定モジュール３３８は、ユニキャスト・データ
が送信されるべきかどうか判定する。
【００３３】
　ブロードキャスト資源識別モジュール３４０は、ブロードキャスト伝送送信リクエスト
をサポートする第１のタイプのの送信リクエスト・インターバル及びユニキャスト送信リ
クエストをサポートすることに限られている第２のタイプの送信リクエスト・インターバ
ルを含む繰り返されるタイミング構造において、ブロードキャスト送信リクエスト資源を
識別する。例えば、第１のタイプは、ブロードキャスト／ユニキャスト・スロットのリク
エスト資源（例えば情報３７４と情報３８０により識別される資源）を含んでも良く、ま
た、第２のタイプは、ユニキャスト・スロットのリクエスト資源（例えば、情報３９１及
び情報３９３のユニキャスト・リクエスト資源情報により識別される資源）を含んでも良
い。一つの例として、ブロードキャスト資源識別モジュールは、無線端末３００により現
在保持されるブロードキャスト・デバイス識別子に関連するブロードキャスト・リクエス
ト資源情報３７４内で、送信ユニットを識別する。
【００３４】
　ブロードキャスト送信リクエスト信号生成モジュール３４２は、ブロードキャスト・デ
ータが送信されるべきことをブロードキャスト判定モジュール３３６が判定した場合に、
ブロードキャスト送信リクエストを生成する。ブロードキャスト・リクエスト制御モジュ
ール３４４は、生成されたブロードキャスト送信リクエストを、無線端末３００に関連す
る識別されたブロードキャスト送信リクエスト資源において送信するように、無線送信機
モジュール３０４を制御する。
【００３５】
　ユニキャスト資源識別モジュール３５０は、ブロードキャスト送信リクエストをサポー
トする第１のタイプの送信リクエスト・インターバル及びユニキャスト送信リクエストを
サポートすることに限られている第２のタイプの送信リクエスト・インターバルを含む繰
り返されるタイミング構造において、ユニキャスト送信リクエスト資源を識別する。例え
ば、ユニキャスト資源識別モジュール３４６は、端末３００が該ユニキャスト・トラフィ
ック・データを送信することを望むピアツーピア・コネクションに対応する無線端末３０
０により現在保持されるコネクション識別子に関連する、ユニキャスト・リクエスト資源
情報３８０内で、又はユニキャスト・リクエスト資源情報３９１内で、又は情報３９３の
ユニキャスト・リクエスト資源情報内で、送信ユニットを識別する。
【００３６】
　ユニキャスト送信リクエスト信号生成モジュール３４８は、ユニキャスト・データが送
信されるべきことをユニキャスト判定モジュール３３８が判定した場合に、ユニキャスト
送信リクエストを生成する。ユニキャスト・リクエスト制御モジュール３５０は、ユニキ
ャスト送信サポートする送信スロット中の識別されたユニキャスト送信リクエスト資源に
おいて、生成されたユニキャスト送信リクエストを送信するように、無線送信機モジュー
ル３０４を制御する。
【００３７】
　ブロードキャスト・レスポンス・モジュール３５２は、ブロードキャスト送信リクエス
ト資源（例えば情報３７６により識別される資源）の上で通信された、受信された干渉制
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御信号を、監視、検出及び測定する。ブロードキャスト・レスポンス・モジュール３５２
は、無線端末３００が、意図されたブロードキャスト送信を開始（proceed with）すべき
か、又は、送信機イールディング（transmitter yielding）を実行して該意図されたブロ
ードキャスト・トラフィック信号を送信しないようにすべきかに関して決定する。幾つか
の実施形態においては、ブロードキャスト・レスポンス・モジュール３５２は、それが、
閾値を上回るより高いプライオリティーの意図されたブロードキャスト送信に対応する制
御干渉信号を検出した場合に、譲歩（yield）することを決定する。
【００３８】
　ユニキャスト・レスポンス・モジュール３５４は、ユニキャスト送信リクエスト・レス
ポンス資源の上で通信された、受信されたユニキャスト送信リクエスト・レスポンスを監
視し測定する。ユニキャスト・レスポンス・モジュール３５４は、無線端末３００が、意
図されたユニキャスト・トラフィック送信を開始すべきか、又は、送信機イールディング
を実行すべきかを決定する。幾つかの実施形態においては、ユニキャスト・レスポンス・
モジュールは、それが、その前もって送信されたユニキャスト・リクエスト・レスポンス
信号に対応するユニキャスト・リクエスト・レスポンス信号を検出し、且つ、より高いプ
ライオリティーのコネクションに対応するユニキャスト・リクエスト・レスポンス信号を
検出しない場合に、意図されたユニキャスト送信を続けることを決定する。ユニキャスト
・レスポンス・モジュール３５４が、その前もって送信されたユニキャスト送信リクエス
トに対応するユニキャスト・リクエスト・レスポンスを検出し、且つ、より高いプライオ
リティーのコネクションに対応する１又は複数のユニキャスト送信リクエスト・レスポン
スを検出した場合に、該モジュール３５４は、それが他のより高いプライオリティーのコ
ネクションにもたらすと予期される干渉の関数として、送信機イールディング決定する。
【００３９】
　ブロードキャスト・トラフィック・モジュール３５６は、ブロードキャスト・レスポン
ス・モジュール３５２が、意図されたブロードキャスト・トラフィック送信を開始するこ
とに決定する場合に、ブロードキャスト・トラフィック信号を生成する。ブロードキャス
ト・トラフィック・モジュール３５６は、ブロードキャスト送信リクエストに対応するデ
ータ資源（例えば、トラフィック・セグメント）において、該生成されたブロードキャス
ト・トラフィック信号を送信するように、無線送信機モジュール３０４を制御する。例え
ば、ブロードキャスト・トラフィック信号を運ぶために使用されるトラフィック・セグメ
ントは、情報３７４により識別されるブロードキャスト送信リクエスト資源の中で伝達さ
れるブロードキャスト送信リクエストに対応するデータ資源情報３８６により識別されて
も良い。この例示的な実施態様において、ブロードキャスト・トラフィック信号は、予め
定められたデータレート（例えばブロードキャスト・トラフィック信号が不都合なチャネ
ル状態の下で回復可能（recoverable）であることが予期され得るような低いデータレー
ト）で送信される。
【００４０】
　ユニキャスト・トラフィック・モジュール３５８は、ユニキャスト・レスポンス・モジ
ュール３５４が、意図されたユニキャスト・トラフィック送信を開始することに決定した
場合に、ユニキャスト・トラフィック信号を生成する。ユニキャスト・トラフィック・モ
ジュール３５８は、無線端末３００が前もって送信したユニキャスト送信リクエストに対
応するデータ資源（例えばセグメント）において、該生成されたユニキャスト・トラフィ
ック信号を送信するように、無線送信機モジュール３０４を制御する。例えば、情報３８
０により識別される資源を使用してユニキャスト・リクエストが通信されたならば、情報
３８６により識別されるデータ資源（例えばトラフィック・セグメント）が、ユニキャス
ト・トラフィック信号を運ぶために使用される。あるいは、情報３９１により識別される
資源を使用してユニキャスト・リクエストが通信されたならば、情報３９５により識別さ
れるデータ資源（例えばトラフィック・セグメント）が、ユニキャスト・トラフィック信
号を運ぶために使用される。
【００４１】
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　ユニキャスト・トラフィック・モジュール３５８はまた、ユニキャスト・データ送信の
ために使用されるデータレートを制御する。ユニキャスト・トラフィックのために使用さ
れるデータレートは、一つのスロットから他のスロットへと（例えばパイロット信号に応
答して通信されたチャネル品質フィードバック情報の関数として）変化しても良く、そし
て時々そのように変化する。パイロット信号及び対応するチャネル品質フィードバック情
報は、プリアンブル資源（例えば、そのスロットに応じて情報３８４又は情報３９４によ
り識別される資源）を使用して通信される。
【００４２】
　この例示的な実施態様において、ユニキャスト・トラフィック承認は、受信されたユニ
キャスト・トラフィック信号に応答して通信される。ユニキャスト・トラフィック・モジ
ュール３５４はまた、それがユニキャスト・トラフィック信号を送信した後に、ユニキャ
スト・トラフィック承認信号を、（例えば、そのスロットに応じて情報３８８又は情報３
９６により識別される承認資源を使用して）監視し検出する。
【００４３】
　無線端末３００は、ブロードキャスト及びユニキャスト・シグナリングの両方をサポー
トする第１のタイプのスロットと、ユニキャスト・シグナリングをサポートするがブロー
ドキャスト・シグナリングをサポートしない第２のタイプのスロットとを含む繰り返され
るタイミング構造を利用する。それゆえ、第１のタイプのスロット（例えば、情報３６６
により識別されるようなブロードキャスト／ユニキャスト・スロット）は、ブロードキャ
スト送信リクエスト及びユニキャスト送信リクエストを収容（accommodate）するために
、リクエスト・インターバル資源を含む。第２のタイプのスロット（例えば、ユニキャス
ト・スロット情報３６８により識別されるようなスロット）は、ユニキャスト・トラフィ
ック送信リクエストを収容するリクエスト・インターバル資源を含むが、ブロードキャス
ト・トラフィック送信リクエストを収容するリクエスト資源は含まない。この実施形態に
おいては、第２のタイプのスロットの数は、繰り返されるタイミング構造において、第１
のタイプのスロットの数を上回る。
【００４４】
　この例示的な実施態様においては、第１のタイプの送信リクエスト・インターバルは、
ブロードキャスト及びユニキャスト送信リクエストの両方をサポートする。情報３７２に
より識別されるブロードキャスト／ユニキャスト・スロットのための送信リクエスト・イ
ンターバルは、幾つかの連続的な（consecutive）送信リクエスト・サブインターバル（
それは、隣接していないもの（non-contiguous）（例えばレスポンス・インターバルによ
り分離されたもの）であっても良い。）を含む。例えば、第１の送信リクエストのサブイ
ンターバルは、ブロードキャスト・リクエスト資源情報３７４に対応しても良く、また、
第２の送信リクエストのサブインターバルは、ユニキャスト・リクエスト資源情報３８２
に対応しても良い。
【００４５】
　この例示的な実施態様において、第２のタイプの送信リクエスト・インターバルは、ユ
ニキャスト送信リクエストをサポートすることに限られている。情報３６８により識別さ
れるユニキャスト・スロットに関する送信リクエスト・インターバルは、幾つかの連続的
な送信リクエスト・サブインターバル（それは、隣接していないもの（例えばレスポンス
・インターバルにより分離されたもの）であっても良い。）を含む。そして、それは、ユ
ニキャスト送信リクエストをサポートするが、ブロードキャスト送信リクエストをサポー
トしない。
【００４６】
　第２のタイプの送信リクエスト・インターバルの数は、繰り返されるタイミング構造に
おいて、第１のタイプの送信リクエスト間隔の数を超える。スロット・タイプ・シーケン
ス情報３７０は、繰り返されるタイミング構造におけるブロードキャスト／ユニキャスト
・スロットのシーケンス及び数と、ユニキャスト・スロットのシーケンス及び数とを識別
する情報を含む。
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【００４７】
　この例示的な実施態様において、ユニキャスト・データ送信に限られているデータ送信
インターバルは、第２のタイプの対応する送信リクエスト・インターバルに限られている
。例えば、データ資源情報３９５により識別されるデータ送信インターバルは、第２のタ
イプの対応する送信リクエスト・インターバルに限られている。
【００４８】
　情報３６２により識別される繰り返されるタイミング構造は、ユニキャスト送信に専用
のスロット及びブロードキャスト送信をサポートするスロットを含むことが、観測（obse
rved）されても良い。ブロードキャスト送信をサポートするスロットの少なくとも一部は
、同様に、ユニキャスト送信をサポートする（例えば、情報３６６により識別されるスロ
ットは、ブロードキャスト送信及びユニキャスト送信の両方をサポートする）。
【００４９】
　この例示的な実施態様において、ユニキャスト及びブロードキャスト送信の両方をサポ
ートするスロットにおけるブロードキャスト送信に対応する送信リクエスト資源は、同一
のスロットについてのユニキャスト送信に対応する送信リクエスト資源より高いプライオ
リティーを持つ。例えば、ブロードキャスト資源情報３７４により識別される資源は、ユ
ニキャスト・リクエスト資源情報３８２により識別される資源より高いプライオリティー
を持つ。
【００５０】
　構成モジュール３５９は、構成信号を（例えば、ビーコン送信機又は他のデバイス通信
システム情報から）検出し、該受信された構成信号により伝達される情報に従って、構成
を実装する。一つの実施態様において、構成信号は、周辺で利用されている繰り返される
タイミング・システムにおけるブロードキャスト／ユニキャスト・スロットに指定される
スロットの数及びユニキャスト・スロットに指定されるスロットの数との間の混合（mixt
ure）をセットアップ及び／又は変更するために使用される情報を通信する。
【００５１】
　図４は、通信デバイス（例えば、ブロードキャスト・シグナリングをサポートするピア
ツーピア無線端末）をオペレートする例示的な方法のフローチャート４００である。例示
的な方法は、ステップ４０２において開始する。ここでは、通信デバイスが電源投入され
、そして、初期化される。オペレーションは、スタート・ステップ４０２からステップ４
０４へ進む。ステップ４０４において、通信デバイスは、ブロードキャスト・インジケー
タ・シグナルに対するプライオリティー・レベルを判定する。幾つかの実施態様において
、ステップ４０４は、１又は複数のサブステップ４０６及び４０８を含む。サブステップ
４０６において、通信デバイスは、時間依存性の関数に基づいて、上記プライオリティー
・レベルを判定する。サブステップ４０８において、通信デバイスは、その通信デバイス
に対応する識別子に基づいて、上記プライオリティー・レベルを判定する。オペレーショ
ンは、ステップ４０４からステップ４１０へ進む。
【００５２】
　ステップ４１０において、通信デバイスは、データをブロードキャストする意図を示す
ブロードキャスト・インジケータ・シグナルを送信する。幾つかの実施形態においては、
ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、ＯＦＤＭシンボルのシングルトーンの上
で送信される。オペレーションは、ステップ４１０からステップ４１２へ進む。ステップ
４１２において、通信デバイスは、干渉制御信号を監視する。オペレーションは、ステッ
プ４１２からステップ４１４へ進む。ステップ４１４において、通信デバイスは、ステッ
プ４１２の上記監視の結果に基づいて、データのブロードキャストを開始するか否かを決
定する。
【００５３】
　幾つかの実施形態においては、ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、決めら
れたプライオリティー・レベルで送信され、該監視により検出される個別の干渉制御信号
の各々は、プライオリティー・レベルを持ち、そして、ブロードキャストを開始するか否
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かを決定することは、該送信されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルのプライ
オリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が受信されたかどうか
判定することを含む。幾つかのそのような実施態様において、ブロードキャストを開始す
るか否かを決定することは、該送信されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルの
プライオリティーより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が受信された場合に、該
送信されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルのプライオリティー・レベルより
高いプライオリティーを持つ少なくとも一つの受信された干渉制御信号の電力レベルに基
づいて、干渉判定をすることを含む。幾つかの実施形態においては、ブロードキャストを
開始するか否かを決定することは、ブロードキャストを開始した場合に、該送信されたブ
ロードキャスト・インジケータ・シグナルのプライオリティー・レベルより高いプライオ
リティーを持つ干渉制御信号を送信したデバイスに対して、閾値を上回る干渉レベルがも
たらされるであろうことを、上記干渉判定が判定した場合に、ブロードキャストしないこ
とに決定することを含む。
【００５４】
　オペレーションは、ステップ４１４からステップ４１６へ進む。ステップ４１６におい
て、ステップ４１４の決定がブロードキャストを開始することであるならば、オペレーシ
ョンは、ステップ４１６からステップ４１８へ進み、そこでは、通信デバイスは、該送信
されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルに対応するトラフィック・スロットに
おいて、データを送信する。そうでなければ、オペレーションは、ステップ４１６から接
続ノードＡ ４２０へ進む。オペレーションは、ステップ４１８から接続ノードＡ ４２０
へ進む。オペレーションは、接続ノードＡ ４２０からステップ４０４へ進む。
【００５５】
　通信デバイスが本フローチャートを２回繰り返して実行する例を考える。１回目の繰り
返しにおいて、データをブロードキャストする意図を示す第１のブロードキャスト・イン
ジケータ・シグナルは、第１のプライオリティー・レベルで送信されても良く、一方、２
回目の繰り返しにおいて、データをブロードキャストする意図を示す第２のブロードキャ
スト信号は、第１のプライオリティー・レベルとは異なる第２のプライオリティー・レベ
ルで送信されても良い。幾つかの実施形態においては、デバイス識別子に対応するプライ
オリティーは、繰り返されるタイミング構造において、ホッピング・パターンに従って変
えられる。このプライオリティーの変化の特徴は、干渉の問題のために衝突する可能性が
ある異なるデバイスのためのブロードキャストの機会を促進する。
【００５６】
　図５は、例示的な一実施態様に従った、例示的な無線端末５００（例えば、ブロードキ
ャスト・データ・シグナリングをサポートするピアツーピア・モバイルノード５００）の
図である。例示的な無線端末５００は、例えば、図１の通信デバイスのうちの一つである
。例示的な無線端末５００は、様々なエレメントがデータ及び情報を交換することが可能
なバスス５１２により互いに接続された、無線受信機モジュール５０２、無線送信機モジ
ュール５０４、プロセッサ５０６、ユーザ入出力装置５０８及びメモリ５１０を含む。幾
つかの実施形態においては、無線端末５００はまた、バス５１２に接続するネットワーク
・インターフェース５０７を含む。ネットワーク・インターフェース５０７は、無線端末
５００が、（例えば有線又は光ファイバーリンクを介して）バックホール・ネットワーク
に接続することを可能にする。
【００５７】
　メモリ５１０は、ルーチン群５１８とデータ／情報５２０を含む。プロセッサ５０６（
例えば、ＣＰＵ）は、無線端末５００のオペレーションを制御し、方法（例えば図４のフ
ローチャート４００の方法）を実行するために、ルーチン群５１８を実行し、また、メモ
リ５１０中のデータ／情報５２０を使用する。
【００５８】
　無線受信機モジュール５０２（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ受信機）は、受信
アンテナ５１４に接続される。無線端末５００は、受信アンテナ５１４を介して他の無線
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デバイスから信号を受信する。受信された信号は、制御干渉信号を含む。
【００５９】
　無線送信機モジュール５０４（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ送信機）は、送信
アンテナ５１６に接続する。無線端末５００は、送信アンテナ５１６を介して他の無線端
末へ信号を送信する。送信された信号は、ブロードキャスト・インジケータ・シグナル及
びブロードキャスト・トラフィック信号を含む。幾つかの実施形態においては、同一のア
ンテナが、受信機及び送信機のために使用される。
【００６０】
　ルーチン群５１８は、通信ルーチン５２２及び制御ルーチン群５２４を含む。通信ルー
チン５２２は、無線端末５００により用いられる様々な通信プロトコルを実装する。制御
ルーチン群５２４は、ブロードキャスト・インジケータ・シグナル生成モジュール５２６
、ブロードキャスト・インジケータ・シグナル制御モジュール５２８、レスポンス監視モ
ジュール５３０、ブロードキャスト決定モジュール（broadcast decision module）５３
２、プライオリティー比較モジュール５３４、電力測定モジュール５３６、干渉判定モジ
ュール（interference determination module）５３８、ブロードキャスト制御モジュー
ル５４０、ブロードキャスト・インジケータ・シグナルのプライオリティー・レベル判定
モジュール５４２、ブロードキャスト・トラフィック信号生成モジュール５４４、及び、
ブロードキャスト・トラフィック・シグナリング制御モジュール５４６を含む。
【００６１】
　データ／情報５２０は、繰り返されるタイミング構造の情報５４８、生成されたブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナル５４９、現在保持されるブロードキャスト・デバイ
ス識別子を識別する情報（information identifying a currently held broadcast devic
e identifier）５５０、現在時刻情報５５２、決定されたプライオリティー・レベルの情
報５５４、検出された干渉制御信号の情報５５６、生成され送信されたブロードキャスト
・インジケータ・シグナルのプライオリティーより高いプライオリティーを持つ識別され
た（１又は複数の）制御干渉信号（identified control interference signal(s) having
 higher priority than the priority of the generated transmitted broadcast indica
tor signal）５５８、ブロードキャスト決定５６０、及び、生成されたブロードキャスト
・トラフィック信号５６２を含む。検出された干渉制御信号の情報５５６は、１又は複数
の検出された干渉制御信号に対応する情報（（検出された制御干渉信号１ ５６４、検出
された制御干渉信号１に関する受信電力レベルの情報５６６、検出された干渉制御信号１
に関連するプライオリティー・レベルの情報５６８），．．．，（検出された制御干渉信
号Ｎ ５７０、検出された制御干渉信号Ｎに関する受信電力レベルの情報５７２、検出さ
れた干渉制御信号Ｎに関連するプライオリティー・レベルの情報５７４））を含んでも良
く、そして時々それらを含む。
【００６２】
　ブロードキャスト・インジケータ・シグナル生成モジュール５２６は、データをブロー
ドキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナル（例えば、信号５
４９）を生成する。ブロードキャスト・インジケータ・シグナル制御モジュール５２８は
、生成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルをブロードキャストするように
、無線送信機モジュール５０４を制御する。幾つかの実施形態においては、ブロードキャ
スト・インジケータ・シグナルは、ＯＦＤＭシンボルのシングルトーンの上で送信される
。
【００６３】
　レスポンス監視モジュール５３０は、ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送
信に続く干渉制御信号を監視する。ブロードキャスト決定モジュール５３２は、上記監視
の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決定する。幾
つかの実施形態においては、他の無線端末からの干渉制御信号は、ＯＦＤＭシンボルのシ
ングルトーンの上で通信される。幾つかの実施形態においては、干渉制御信号は、他の無
線端末からの、データをブロードキャストさせないためのコマンドである。幾つかの実施
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形態においては、干渉制御信号は、他の無線端末からの、データをブロードキャストしな
いことのリクエストである。
【００６４】
　幾つかの実施形態においては、ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、決めら
れたプライオリティー・レベルで送信され、該監視により検出される個別の干渉制御信号
の各々は、プライオリティー・レベルを持つ。幾つかのそのような実施態様においては、
プライオリティー・レベルは、対象となる信号（例えば、ブロードキャスト・インジケー
タ・シグナル及び／又は干渉制御信号）を運ぶために使用されるエアーリンク資源の該タ
イミング／周波数構造における位置に関連している。ブロードキャスト・インジケータ・
シグナルのプライオリティー・レベル判定モジュール５４２は、無線端末により送信され
るべきブロードキャスト・インジケータ・シグナルに関連するプライオリティー・レベル
を、時間依存性の関数及び／又は該無線端末に対応する識別子に基づいて、判定する。例
えば、無線端末５００は、ブロードキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源及びブロ
ードキャスト・リクエスト・レスポンス・エアーリンク資源に関連するデバイス識別子を
現在保持しても良い。その上、無線端末５００に知られている、使用中の繰り返されるタ
イミング構造は、ブロードキャストのために使用される特定のデバイス識別子が、該タイ
ミング構造において一つのスロットから他のスロットへと異なるプライオリティー・レベ
ルを持つようにホッピング・シーケンスを実装しても良い。
【００６５】
　プライオリティー比較モジュール５３４は、第１のプライオリティーより高いプライオ
リティーを持つ干渉制御信号が受信されたかどうか判定する（第１のプライオリティーは
、無線端末５００により送信されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルに関連す
るプライオリティー・レベルである）。プライオリティー比較モジュール５３４は、デー
タをブロードキャストすることを開始するか否かを、ブロードキャスト決定モジュール５
３２の関数として、決定をする。
【００６６】
　電力測定モジュール５３６は、受信された干渉制御信号の電力レベルを測定する。第１
のプライオリティー・レベルを持つ干渉制御信号がレスポンス監視モジュール５３０によ
り検出された場合に、ブロードキャスト決定モジュール５３２は、第１のプライオリティ
ー・レベルより高いプライオリティーを持つ少なくも一つの受信された干渉制御信号の電
力レベルに基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かのを決定する
。
【００６７】
　干渉判定モジュール５３８は、無線端末５００がブロードキャスト・データを開始する
場合における、他のデバイスに対する妨害を判定する。ブロードキャストが開始したなら
ば、第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号を送
信したデバイスに対して、閾値を上回る干渉レベルがもたらされるであろうことを、干渉
判定モジュール５３８が判定した場合に、ブロードキャスト決定モジュール５３２は、デ
ータをブロードキャストしないことに決定する。
【００６８】
　ブロードキャスト・トラフィック信号生成モジュール５４４は、ブロードキャスト・ト
ラフィック信号（例えば、生成されたブロードキャスト・トラフィック信号５６２）を生
成する。幾つかの実施形態においては、ブロードキャスト・トラフィック信号のデータレ
ートは無線端末５００に対して固定されるが、一方、無線端末５００がその代わりに同一
のトラフィック・データ・エアーリンク資源（例えば、トラフィック・セグメント）を使
用してユニキャスト・ピアツーピア・トラフィック信号を送信する場合には、上記生成さ
れたピアツーピア・ユニキャスト・トラフィック信号のデータレートは、複数の異なる代
替的なデータレートの一つであっても良い。幾つかの実施形態においては、ブロードキャ
スト・トラフィック信号の送信電力レベルは、無線端末５００に対して固定されるが、一
方、無線端末５００がその代わりに同一のトラフィック・データ・エアーリンク資源（例
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えば、トラフィック・セグメント）を使用してユニキャスト・ピアツーピア・トラフィッ
ク信号を送信する場合には、上記生成されたピアツーピア・ユニキャスト・トラフィック
信号の電力レベルは、複数の異なる代替的な電力レベルの一つであっても良い。
【００６９】
　ブロードキャスト・トラフィック・シグナリング制御モジュール５４６は、ブロードキ
ャスト決定モジュール５３２による決定が、データをブロードキャストするという決定で
ある場合に、送信されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルに対応するトラフィ
ック・スロットにおいて、データをブロードキャストするように、無線送信機モジュール
５０４を制御する。
【００７０】
　図６は、第１のデバイス（例えば、ブロードキャスト・シグナリングのための干渉制御
をサポートする無線通信デバイス）をオペレートする例示的な方法のフローチャート６０
０である。ステップ６０２において、その例示的な方法のオペレーションが開始する。こ
こでは、通信デバイスが電源投入され、そして、初期化される。オペレーションは、ステ
ップ６０２からステップ６０４へ進む。
【００７１】
　ステップ６０４において、第１のデバイスは、第２のデバイスから、該第２のデバイス
に対応する第１のプライオリティーを持つ第１のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルを受信する。ここで、該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第
２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示すものである。オペレーショ
ンは、ステップ６０４からステップ６０６へ進む。そこにおいて、第１のデバイスは、第
３のデバイスから、該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持つ第２のブ
ロードキャスト・インジケータ・シグナルを受信する。ここで、該第２のブロードキャス
ト・インジケータ・シグナルは、該第３のデバイスによりデータをブロードキャストする
意図を示すものである。幾つかの実施形態においては、ステップ６０４及び６０６は、並
列に実行されても良く（例えば、第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルの両方が、一のＯＦＤＭシンボル送信タイムインターバルの中で第１のデバイスによ
り受信される。）、そして時々そのように実行される。オペレーションは、ステップ６０
６からステップ６０８へ進む。
【００７２】
　ステップ６０８において、第１のデバイスは、上記第１のブロードキャスト・インジケ
ータ・シグナルと第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルとの相対的なプライ
オリティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かを決定する。ステップ６０８は
、サブステップ６１０，６１２，６１４及び６１６を含む。サブステップ６１０において
、第１のデバイスは、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとのうちのより低いプラ
イオリティーの一つによりデータをブロードキャストすることが、上記第２のデバイスと
上記第３のデバイスとのうちのより高いプライオリティーの一つに対する容認できないレ
ベルの干渉をもたらすであろうかどうか判定する。サブステップ６１２において、サブス
テップ６１０の決定が、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとのうちのより低いプ
ライオリティーの一つによりブロードキャストすることが、容認できないレベルの干渉を
もたらすということであるならば、オペレーションは、サブステップ６１２からサブステ
ップ６１４へ進む。そうでなければ、オペレーションは、サブステップ６１２からサブス
テップ６１６へ進む。
【００７３】
　サブステップ６１４に戻って、サブステップ６１４において、第１のデバイスは、干渉
制御信号を送信することに決定する。オペレーションは、サブステップ６１４からステッ
プ６１８へ進む。サブステップ６１６に戻って、サブステップ６１６において、第１のデ
バイスは、干渉制御信号を送信しないことに決定する。オペレーションは、サブステップ
６１６から接続ノードＡ ６２４へ進む。。
【００７４】
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　ステップ６１８に戻って、ステップ６１８において、第１のデバイスは、干渉制御信号
を送信する。幾つかの実施形態においては、ステップ６１８は、サブステップ６２０及び
６２２を含む。サブステップ６２０において、第１のデバイスは、上記第２のデバイスと
上記第３のデバイスとのうちのより高いプライオリティーのプライオリティー・レベルを
持つ複数の干渉信号伝送資源から、一つの干渉信号資源を選択する。それから、サブステ
ップ６２２において、第１のデバイスは、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとの
うちのより高いプライオリティーのプライオリティー・レベルで、上記干渉制御信号を送
信する。オペレーションは、ステップ６１８から接続ノードＡ ６２４へ進む。オペレー
ションは、接続ノードＡ ６２４からステップ６０４へ進む。
【００７５】
　幾つかの実施形態においては、干渉信号送信資源は、個々のＯＦＤＭトーンシンボルで
ある。幾つかの実施形態において、第２及び第３のデバイスのプライオリティーは、時間
とともに（例えば、一つのスロットから他のスロットへと）変化する。
【００７６】
　図７は、例示的な一実施態様に従った、例示的な無線端末７００（例えば、ブロードキ
ャスト・データ・シグナリングのための干渉管理をサポートするピアツーピア・モバイル
ノード７００）の図である。例示的な無線端末７００は、例えば、図１の通信デバイスの
うちの１つである。例示的な無線端末７００は、様々なエレメントがデータ及び情報を交
換することが可能なバスス７１２により互いに接続された、無線受信機モジュール７０２
、無線送信機モジュール７０４、プロセッサ７０６、ユーザ入出力装置７０８及びメモリ
７１０を含む。幾つかの実施形態においては、無線端末７００はまた、バス７１２に接続
するネットワーク・インターフェース７０７を含む。ネットワーク・インターフェース７
０７は、無線端末７００が、（例えば有線又は光ファイバーリンクを介して）バックホー
ル・ネットワークに接続することを可能にする。
【００７７】
　メモリ７１０は、ルーチン群７１８及びデータ／情報７２０を含む。プロセッサ７０６
（例えば、ＣＰＵ）は、無線端末７００のオペレーションを制御し、方法（例えば図６の
フローチャート６００の方法）を実行するために、ルーチン群７１８を実行し、また、メ
モリ７１０中のデータ／情報７２０を使用する。
【００７８】
　無線受信機モジュール７０２（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ受信機）は、受信
アンテナ７１４に接続される。無線端末７００は、受信アンテナ７１４を介して他の無線
デバイスから信号を受信する。受信された信号は、制御ブロードキャスト・インジケータ
・シグナル及びブロードキャスト・トラフィック信号を含む。
【００７９】
　無線送信機モジュール７０４（例えば、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤＭＡ送信機）は、送信
アンテナ７１６に接続する。無線端末７００は、送信アンテナ７１６を介して他の無線端
末へ信号を送信する。送信された信号は、干渉制御信号を含む。幾つかの実施形態におい
ては、同一のアンテナが、受信機及び送信機のために使用される。
【００８０】
　ルーチン群７１８は、通信ルーチン７２２及び制御ルーチン群７２４を含む。通信ルー
チン７２２は、無線端末７００により用いられる様々な通信プロトコルを実装する。制御
ルーチン群７２４は、ブロードキャスト・インジケータ・シグナル監視モジュール７２６
、干渉制御シグナリング決定モジュール７２８、干渉制御信号生成モジュール７３２、干
渉制御信号制御モジュール７３４、及び、ブロードキャスト・トラフィック信号回復モジ
ュール７３８（broadcast traffic signal recovery module）を含む。干渉制御シグナリ
ング決定モジュール７２８は、干渉トレランス判定サブモジュール（interference toler
ance determination sub-module）７３０を含む。干渉制御信号制御モジュール７３４は
、レスポンス資源選択モジュール７３６を含む。
【００８１】
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　データ／情報７２０は、繰り返されるタイミング構造の情報７４０、検出されたブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナルの情報７４４、識別された最高プライオリティーの
検出されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルを識別する情報（information id
entifying the identified highest priority detected broadcast indicator signal）
７５８、判定された推定干渉７６０、干渉トレランス閾値７６２、干渉制御信号送信決定
７６４、生成された干渉制御信号７６６、最高プライオリティーの検出ブロードキャスト
信号に関連するレスポンス資源のセットを識別する情報（information identifying a se
t of response resources associated with the highest priority detected broadcast 
signal）７６８、選択されたレスポンス送信ユニット７７０、及び、受信されたブロード
キャスト・トラフィック信号データ／情報７７２を含む。検出されたブロードキャスト・
シグナルの情報７４４は、同一のデータ送信スロットに対応する複数の検出されたブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナルに対応する情報（（検出されたブロードキャスト信
号１ ７４６、検出されたブロードキャスト信号１の受信電力レベルの情報７４８、検出
されたブロードキャスト・インジケータ・シグナル１に関連するプライオリティー・レベ
ルの情報７５０）、（検出されたブロードキャスト信号２ ７５２、検出されたブロード
キャスト信号２の受信電力レベルの情報７５４、検出されたブロードキャスト・インジケ
ータ・シグナル２に関連するプライオリティー・レベルの情報７５６））を含む。
【００８２】
　ブロードキャスト・インジケータ・シグナル監視モジュール７２６は、受信された信号
から、ブロードキャスト・インジケータ・シグナルを検出する。ブロードキャスト・イン
ジケータ・シグナル監視モジュール７２６は、（ｉ）受信信号において、第２のデバイス
からの第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルを検出するように構成され（該
第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第２のデバイスに対応する第１
のプライオリティーを持ち、該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、第
２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示すものである）、及び、（ｉ
ｉ）受信信号において、第３のデバイスからの第２のブロードキャスト・インジケータ・
シグナルを検出するように構成される（該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルは、該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持ち、該第２のブロード
キャスト・インジケータ・シグナルは、第３のデバイスによりデータをブロードキャスト
する意図を示すものである）。例えば、使用中の繰り返されるタイミング構造における同
一のスロットにおいて、第２及び第３のデバイスの両方は、同一のエアーリンク・データ
資源（例えば、同一のトラフィック・セグメント）を使用して、ブロードキャスト・トラ
フィック信号を送信する意図であっても良く、また、それぞれが、ブロードキャスト・イ
ンジケータ・シグナルを送信し、それがブロードキャスト・インジケータ・シグナル監視
モジュール７２６により受信され検出されたものであっても良く、異なるプライオリティ
ーが、二つの異なる検出されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルに関連してい
ても良い。
【００８３】
　干渉制御シグナリング決定モジュール７２８は、第１及び第２の受信され検出されたブ
ロードキャスト・インジケータ・シグナルの相対的なプライオリティーの関数として、干
渉制御信号を送信するか否かを決定する。干渉トレランス判定サブモジュール７３０は、
上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとのうちのより低いプライオリティーの一つに
よるブロードキャストが、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとのうちのより高い
プライオリティーの一つに対する容認できないレベルの干渉をもたらすであろうかどうか
判定する。言い換えると、干渉トレランス判定サブモジュール７３０は、より低いプライ
オリティーのデバイスがより高いプライオリティーのデバイスと同時にデータをブロード
キャストすることを許容することが、該より高いプライオリティー・デバイスからのブロ
ードキャスト・データの無線端末７００による正常な回復（successful recovery）に対
して、容認できないほど影響を与えることが予期されるかうか判定する。
【００８４】
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　干渉制御信号生成モジュール７３２は、干渉制御信号（例えば、信号７６６）を生成す
る。幾つかの実施形態においては、干渉制御信号は、ブロードキャストすることを意図す
る少なくとも一つのより低いプライオリティーのデバイスに対して、ブロードキャストを
抑制（refrain）するように指示（instructing）する信号である。幾つかの実施形態にお
いては、干渉制御信号は、ブロードキャストすることを意図する少なくとも一つのより低
いプライオリティーのデバイスに対して、ブロードキャストを抑制するように要求（requ
esting）する信号である。様々な実施態様において、干渉制御信号は、ＯＦＤＭシンボル
のシングルトーンを使用して通信された信号である。
【００８５】
　干渉制御シグナリング決定モジュール７２８が干渉制御信号を送信することに決定した
場合に、干渉制御信号制御モジュール７３４は、生成された制御干渉信号を送信するよう
に、無線送信機モジュール７０４を制御する。干渉のレベルが容認できないと干渉トレラ
ンス判定サブモジュール７３０が判定した場合に、干渉制御シグナリング決定モジュール
７２８は、干渉制御信号を送信することに決定する。干渉制御信号制御モジュール７３４
は、生成された干渉制御信号を、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスとのうちのよ
り高いプライオリティーのプライオリティー・レベルで送信するように、無線送信機モジ
ュール７０４を制御するように構成される（第２及び第３のデバイスは、それらからブロ
ードキャスト・インジケータ・シグナルが検出され、干渉トレランス判定のために使用さ
れる二つのデバイスである）。
【００８６】
　レスポンス資源選択モジュール７３６は、上記第２のデバイスと上記第３のデバイスと
のうちのより高いプライオリティーのプライオリティー・レベルを持つ複数の複数の干渉
信号送信資源から、干渉シグナリング・エアーリンク資源を選択する。例えば、各々のブ
ロードキャスト・デバイス識別子に対応する、繰り返される構造における所定のスロット
に関して、（ｉ）ブロードキャスト・インジケータ・シグナルを運ぶことを指定された単
一のブロードキャスト送信リクエスト資源と、（ｉｉ）対応する複数のブロードキャスト
送信リクエスト・レスポンス資源（それらの各々は、干渉制御信号を運ぶために使用され
ても良い。）とが存在し、また、レスポンス資源選択モジュール７３６は、該より高いプ
ライオリティーのデバイスに対応する複数のブロードキャスト送信リクエスト・レスポン
ス資源のうちのいずれの一つを、該制御干渉信号を送信するために使用すべきかの選択を
行う。幾つかの実施形態においては、レスポンス資源選択モジュール７３６は、疑似ラン
ダム的にその選択を行う。幾つかの実施形態においては、干渉信号送信資源は、個別のＯ
ＦＤＭトーンシンボルであり、ここで、ＯＦＤＭトーンシンボルは、一つのＯＦＤＭシン
ボル送信タイムインターバルの継続時間の期間中の一つのＯＤＦＭトーンである。
【００８７】
　ブロードキャスト・トラフィック信号回復モジュール７３８は、トラフィック・セグメ
ントにおいて通信されたブロードキャスト・データの信号及び情報（例えば、該スロット
について検出された最も高いプライオリティーのブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルに対応するブロードキャスト信号）を回復する。回復は、同一のスロットの期間にブ
ロードキャストすることを意図していたが無線端末７００からの干渉制御信号に応答して
譲歩した１又は複数のより低いプライオリティーのデバイスにより実行される送信機イー
ルディングにより推進されても良く、そして時々そのように推進される。
【００８８】
　繰り返されるタイミング構造の情報７４０は、ブロードキャスト送信機能（capability
）をサポートする複数のスロットを識別する情報と、それらのスロット中のエアーリンク
資源を識別する情報とを含む。個別のスロットのためのエアーリンク資源は、ブロードキ
ャスト・インジケータ・シグナルを運ぶことを指定されたエアーリンク資源（例えば、ブ
ロードキャスト・リクエスト資源）、干渉制御信号を運ぶことを指定されたエアーリンク
資源（例えば、ブロードキャスト・リクエスト・レスポンス資源）、及び、ブロードキャ
スト・トラフィック信号を含むことのあるトラフィック信号を運ぶことを指定された資源
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（例えば、トラフィック・セグメント）を含む。デバイスＩＤ／プライオリティー／イン
デックスの情報７４２は、特定のブロードキャスト・デバイス識別子を、繰り返される構
造における複数のスロットの各々に関する特定のプライオリティーに関連付ける情報を含
む。特定のブロードキャスト・デバイス識別子に関連するプライオリティー・レベルは、
（例えば、ホッポング・シーケンスに従って）少なくとも幾つかの異なるスロットについ
て異なっても良く、そして時々そのように異なる。幾つかの実施形態においては、プライ
オリティーは、資源ブロックにおける位置（例えば、ブロードキャスト送信リクエスト・
ブロックにおける送信ユニットの位置及び／又はブロードキャスト送信リクエスト・レス
ポンス・ブロックにおける一つの送信ユニット又は一セットの送信ユニットの位置）に関
連付けられる。繰り返されるタイミング構造についてブロードキャスト・デバイス識別子
に関連するプライオリティーを変化させることによって、異なるデバイスは、干渉が生じ
る場合（例えば、同一のデバイスが制御干渉信号を介して継続的にブロックされる場合）
においてブロードキャストすることを許容されるための機会を与えられる。
【００８９】
　検出されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルの情報７４４は、ブロードキャ
スト・インジケータ監視モジュール７２６により検出された信号に対応する情報を表す。
識別された最高プライオリティーの検出されたブロードキャスト・インジケータ・シグナ
ル７５８は、情報７４４における信号のうちの一つを識別する情報を含む。判定された推
定干渉７６０は、干渉トレランス判定サブモジュール７３０による処理の結果である。干
渉トレランス閾値情報７６２は、判定をすることにおける判定された推定干渉７６０とと
もに、干渉トレランス判定サブモジュール７３０により使用される、制限値（例えば、予
め定められた保存された値）である。干渉制御信号送信決定７６４は、干渉制御シグナリ
ング決定モジュール７２８の出力であり、また、干渉制御信号制御モジュール７３４によ
り入力として使用される。最高プライオリティーの検出ブロードキャスト信号に関連する
レスポンス資源のセットを識別する情報（information identifying a set of response 
resources associated with the highest priority detected broadcast signal）７６８
は、レスポンス資源選択モジュール７３６の入力であり、一方、選択されたレスポンス送
信ユニット７７０は、モジュール７３６の出力である。受信されたブロードキャスト・ト
ラフィック信号のデータ／情報７７２は、ブロードキャスト・トラフィック信号回復モジ
ュール７３８の出力である。
【００９０】
　高いプライオリティーのブロードキャスト・デバイス識別子に関連する単一のブロード
キャスト・インジケータ・シグナルに対応して、複数の受信機デバイスが、その高いプラ
イオリティーのデバイスからのブロードキャストと同時により低いプライオリティーのデ
ータ・ブロードキャストを許すことは、より高いプライオリティーのデータ・ブロードキ
ャストを回復することができるという観点から、容認できないと決定しても良く、そして
時々そのように決定することは、認識されるべきである。そのような状況においては、複
数の受信機デバイス（デバイス７００がその一つであっても良い。）が、制御干渉信号を
それぞれ送信しても良い。各々の受信機デバイスが、その制御干渉信号を送信することに
関するより高いプライオリティーのデバイスに関連する複数の送信ユニットから、一つの
送信ユニットを疑似ランダム的に選択することによって、二つの制御干渉信号間の衝突の
可能性が低減される構造干渉（construction interference）による衝突は、意図しない
ブロードキャスト・デバイスが送信を抑制することに決定することをもたらすであろう。
相殺的干渉（destructive interference）による衝突は、制御干渉信号がそのために意図
されたところのデバイスが、該信号を検出することに失敗すること及びその意図されたブ
ロードキャスト送信をキャンセルすることに失敗することをもたらすであろう。
【００９１】
　図８は、幾つかの実施態様において使用される例示的な繰り返されるタイミング構造を
示す図８００である。図８の例示的な構造は、図１，２，３，４，５，６，７，１０又は
１１に関して説明されるデバイスのネットワークのいずれにおいても使用されることがで
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きる。図８００は、時間軸８０１及び複数のスロット（ピア・ディスカバリー・スロット
８０２，ブロードキャスト／ユニキャスト・スロット８０４，ユニキャスト・スロット８
０６，ユニキャスト・スロット８０８，ブロードキャスト／ユニキャスト・スロット８１
０，ユニキャスト・スロット８１２，．．．，ピア・ディスカバリー・スロット８１４，
．．．）を示す。ピア・ディスカバリー・スロット８０２は、デバイス識別子信号を相互
に通信し、相互にコネクションを確立し、及び／又は、コネクション及び／又はブロード
キャスト機会に関連する資源を取得するために、無線ピアツーピア・デバイスにより使用
される。ブロードキャスト／ユニキャスト・スロット（例えば、スロット８０４）は、ブ
ロードキャスト・データ・トラフィック・シグナリング及びユニキャスト・データ・トラ
フィック・シグナリング（例えば、ピアツーピアのユニキャスト・データ・トラフィック
・シグナリング）をサポートするために構築される。ユニキャスト・スロット（例えば、
スロット８０６）は、ユニキャスト・データ・トラフィック・シグナリング（例えば、ピ
アツーピアのデータ・トラフィック・シグナリング）をサポートするために構築される。
この例示的な実施態様において、繰り返されるタイミング構造の一つの繰り返しに関して
、ブロードキャスト／ユニキャスト・スロットが存在するのに比較して、より多くのユニ
キャスト・スロットが存在する。幾つかの実施形態においては、ブロードキャスト可能な
スロットの周期性（periodicity）は、システム・パラメータにより制御される。幾つか
のそのような実施形態において、ブロードキャスト／ユニキャスト・スロットとユニキャ
スト・スロットとの間のバランスを、現在のニーズを満たすように調整するために、該パ
ラメータは、オペレーションの間、動的に変更されることができる。
【００９２】
　例示的なブロードキャスト・ユニキャスト／スロット８０４は、ブロードキャスト・プ
リアンブル・エアーリンク資源の部分８１６、ユニキャスト・プリアンブル・エアーリン
ク資源の部分８１８、プリアンブル・エアーリンク資源の部分８２０、データ・エアーリ
ンク資源の部分８２２、及び、承認エアーリンク資源の部分８２４を含む。ブロードキャ
スト・プリアンブル８１６は、ブロードキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源の部
分８２６、ブロードキャスト受信機レスポンス・エアーリンク資源の部分８２８、ユニキ
ャスト送信リクエスト・エアーリンク資源の部分８３０、及び、ユニキャスト受信機送信
リクエスト・レスポンス・エアーリンク資源の部分８３２を含む。この例において、ブロ
ードキャスト送信リクエスト・エアーリンクの部分８２６において通信されたブロードキ
ャスト送信リクエストは、ユニキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源の部分８３０
において通信されたユニキャスト送信リクエストより高いプライオリティーを持つ。リク
エストは、ブロードキャスト・リクエストかユニキャスト・リクエストかにかかわらず、
該スロットにおける対応するデータ・エアーリンク資源の部分を使用するためのリクエス
トである。
【００９３】
　ブロードキャスト・シグナリングは、要求される場合には、ブロードキャスト／ユニキ
ャスト・スロット８０４に関するユニキャスト・シグナリングに優先する。しかし、いか
なるブロードキャスト・トラフィックも近隣に存在しないならば、データ・エアーリンク
資源の部分８２２は、ピアツーピア・ユニキャスト・トラフィック信号を運ぶために使用
されることができ、そして時々そのように使用される。
【００９４】
　ブロードキャスト・プリアンブル８１６は、データ資源８２２において通信されるべき
ブロードキャスト・トラフィックをスケジューリングするために使用される。ユニキャス
ト・プリアンブル８１８は、データ資源８２２において通信されるべきピアツーピア・ト
ラフィックをスケジューリングするために使用される。プリアンブル８２２は、データ資
源８２２において通信されるべきピアツーピア・トラフィックのレート・スケジューリン
グのために使用される。幾つかの実施態様におけるプリアンブル８１８は、パイロット信
号に割り当てられる資源と、チャネル品質情報及び／又はデータレート情報信号に割り当
てられる資源とを含む。データ資源８２２は、ブロードキャスト・トラフィック信号及び
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／又はピアツーピア・トラフィック信号を運ぶために使用される。承認資源８２４は、ピ
アツーピア・トラフィック信号（それが通信された場合）のためのトラフィック承認を運
ぶために使用される。
【００９５】
　幾つかの実施形態においては、プリアンブル資源８２０及び／又は承認資源８２４は、
ブロードキャスト・シグナリングの目的のためには使用されない。幾つかの実施形態にお
いては、ブロードキャスト・チャネルは、例えば低く予め定められたレートで符号化れた
データによる、シングルレートのブロードキャスト・チャネルであり、それゆえ、プリア
ンブル部は、ブロードキャスト・データレートを判定しセットするために、必要でもない
し使用もされない。幾つかの実施形態においては、ブロードキャストすることを意図する
デバイスは、ユニキャスト受信機が、干渉ダメージを推定する際に受信し利用するために
、パイロットを送信する。幾つかの実施形態においては、そのようなパイロットはプリア
ンブル８２０において通信されるが、他の実施形態においては、そのようなパイロットが
他の部分において通信されても良い（例えば、ブロードキャスト・デバイスからのディス
カバリー信号が利用されても良い）。
【００９６】
　ブロードキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源部８２６は、無線デバイスからの
ブロードキャスト・リクエスト（時々、代わりに、ブロードキャスト・インジケータ・シ
グナルと呼ばれる）を運ぶために使用される。ブロードキャスト受信機レスポンス・エア
ーリンク資源８２８は、ブロードキャスト送信リクエスト信号の受信機からの干渉制御信
号を運ぶために使用される。ユニキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源８３０は、
ピアツーピア送信リクエスト信号を運ぶために使用されるが、ユニキャスト受信機送信リ
クエスト・レスポンス・エアーリンク資源８３２は、受信されたピアツーピア送信リクエ
スト信号に応答する送信リクエスト・レスポンス信号を運ぶために使用される。
【００９７】
　幾つかの実施形態においては、ブロードキャスト／ユニキャスト・スロットのために異
なる構造が利用される。例えば、他の例示的な実施態様において、ブロードキャスト送信
リクエスト資源が、例えば一つのブロックにおいて、ユニキャスト送信リクエスト資源に
連結され、そして、該ブロックの後にリクエスト・レスポンス資源ブロックが続く構造が
、使用される。
【００９８】
　図９は、例示的なブロードキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源８２６及び例示
的なブロードキャスト受信機レスポンス・エアーリンク資源８２８を更に詳細に示す。ブ
ロードキャストに関するこの例示的な実施態様において、リクエスト資源よりもレスポン
ス資源に対して、より多くの資源が割り当てられる。例示的なブロードキャスト・リクエ
スト資源８２６は、１２個の個別の送信リクエスト・ユニット（それぞれは、異なるブロ
ードキャスト・コネクション識別子に関連する）を含む。この特定のスロットに関する例
について、ブロードキャスト送信リクエスト伝送ユニット９０２は、ブロードキャスト識
別子２に関連し、一方、ブロードキャスト送信リクエスト・ユニット９０４は、ブロード
キャスト識別子５に関連する。ブロードキャスト送信リクエスト・エアーリンク資源８２
６内の各々の位置は、プライオリティー（例えば、異なるプライオリティー）に関連する
。この例において、送信ユニット９０２は、送信ユニット９０４より高いプライオリティ
ーを持つ。幾つかの実施形態においては、例えばブロードキャスト識別子をブロードキャ
スト送信リクエスト資源内の異なる送信ユニット位置へマッピングするホッピング・シー
ケンスに従って、一つのブロードキャスト／ユニキャスト・スロットから他のブロードキ
ャスト／ユニキャスト・スロットまで、特定のブロードキャスト・デバイス識別子に関連
するプライオリティーが変化する。
【００９９】
　ブロードキャスト受信機レスポンス資源８２８は、各々のブロードキャスト・デバイス
識別子に関連する一セットの送信ユニットを含む。例えば、ブロードキャスト・デバイス
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識別子２に対応して、制御干渉信号を運ぶために割り当てられる６つの送信ユニット（９
０６，９０８，９１０，９１２，９１４，９１６）が存在する。同様に、ブロードキャス
ト・デバイス識別子５に対応して、制御干渉信号を運ぶために割り当てられる６つの送信
ユニット（９１８，９２０，９２２，９２４，９２６，９２８）が存在する。プライオリ
ティーはまた、資源８２８内の異なるデバイス識別子に関連する。
【０１００】
　図１０は、例示的な一実施態様に従って、ピアツーピア・ネットワークの領域における
例示的なシグナリングを示す図１０００を含む。図１０の例において、図８及び９に関し
て説明されるブロードキャスト送信リクエスト資源８２６及びブロードキャスト受信機レ
スポンス資源８２８が利用されると仮定する。この例では、ＷＴ Ａ １００１及びＷＴ 
Ａ´ １００３が、同一のエアーリンク・データ資源８２２においてデータをブロードキ
ャストすることを望んでいる。ＷＴ Ａ １００１は、現在、ブロードキャスト・リクエス
ト送信ユニット９０２及びブロードキャスト受信機レスポンス送信ユニット（９０６，９
０８，９１０，９１２，９１４，９１６）に関連するブロードキャスト・コネクション識
別子２を保持すると仮定する。ＷＴ Ａ´ １００２は、現在、ブロードキャスト・リクエ
スト送信ユニット９０４及びブロードキャスト受信機レスポンス送信ユニット（９１８，
９２０，９２２，９２４，９２６，９２８）に関連するブロードキャスト・コネクション
識別子５を保持すると仮定する。このスロットに関して、コネクション識別子２に関連す
るブロードキャスト・リクエストは、コネクション識別子５に関連するブロードキャスト
・リクエストより高いプライオリティーを持つと仮定する。
【０１０１】
　ＷＴ Ａ １００１は、送信ユニット９０２を利用して通信されるブロードキャスト送信
リクエスト信号１００２を生成する。ブロードキャスト・リクエスト信号１００２は、Ｗ
Ｔ Ｂ １００５，ＷＴ Ｃ １００７及びＷＴ Ｄ １００９により受信され回復される。Ｗ
Ｔ Ａ´ １００３は、ブロードキャスト送信リクエスト信号１００４を生成し、そして、
それはＷＴ Ｂ １００５により受信され回復される。ＷＴ Ｃ １００７及びＷＴ Ｄ １０
０９は、ＷＴ Ａ´ １００３から十分に十分遠くに離れているので、それらは、ＷＴ Ａ
´ １００３からブロードキャスト・リクエスト信号１００４を検出せず或いはＷＴ Ａ 
１００１からブロードキャスト信号を受信することに関して干渉問題を提供しないような
低電力レベルでそれを検出する。
【０１０２】
　ＷＴ Ｂの受信機の観点から、ＷＴ Ａ´ １００３からの同時に起こるブロードキャス
ト信号が、より高いプライオリティーを持つＷＴ Ａ１００１からのブロードキャスト信
号のその受信に対して容認できないほどに干渉するであろうから、ＷＴ Ｂ １００５は、
それがＷＴ Ａ´ １００３にブロードキャストすることを抑制するよう望むことを決定す
る。したがって、ＷＴ Ｂ １００５は、ＷＴ Ａに関連する一セットの送信ユニット（９
０６，９０８，９１０，９１２，９１４，９１６）から、レスポンス送信ユニットの一つ
を、例えばランダムに、選択する。この場合、ＷＴ Ｂ １００５は、送信ユニット９１０
を使用するために選択する。ＷＴ Ｂ １００５は、エアーリンク資源送信ユニット９１０
を使用して干渉制御信号１００６を生成し送信する。
【０１０３】
　ＷＴ Ａ １００１は、それ自身のプライオリティー・レベルより高いプライオリティー
に関連する資源の上で、干渉制御信号を監視する。ＷＴ Ａ １００１は、そのような干渉
制御信号を何も検出しないので、それは、その意図されたブロードキャストを開始して良
いと判定する。
【０１０４】
　ＷＴ Ａ´ １００３は、それ自身のプライオリティー・レベルより高いプライオリティ
ーに関連する資源の上で干渉制御信号を監視し、資源９１０の上で干渉制御信号１００６
を検出する。干渉制御信号１００６は、ＷＴ Ａ´ １００３において閾値を上回るレベル
で受信される。したがって、ＷＴ Ａ´ １００３は、それがデータをブロードキャストこ
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とが容認されないと判定して、データ資源８２２においてトラフィック信号をブロードキ
ャストすることを抑制する。
【０１０５】
　ＷＴ Ａ １００１は、データ資源８２２においてブロードキャスト・トラフィック信号
１００８を送信し、そして、それはＷＴ Ｂ １００５，ＷＴ Ｃ １００７及びＷＴ Ｄ １
００９により正常に受信され回復される。
【０１０６】
　図１１は、例示的な一実施態様に従って、ピアツーピア・ネットワークの領域における
例示的なシグナリングを示す図１１００を含む。図１１の例において、図8及び９に関し
て説明されるブロードキャスト送信リクエスト資源８２６及びブロードキャスト受信機レ
スポンス資源８２８が利用されると仮定する。この例では、ＷＴ Ａ １１０１及びＷＴ 
Ａ´ １１０３が、同一のエアーリンク・データ資源８２２においてデータをブロードキ
ャストすることを望んでいる。ＷＴ Ａ １１０１は、現在、ブロードキャスト・リクエス
ト送信ユニット９０２及びブロードキャスト受信機レスポンス送信ユニット（９０６，９
０８，９１０，９１２，９１４，９１６）に関連するブロードキャスト・コネクション識
別子２を保持すると仮定する。ＷＴ Ａ´ １１０２は、現在、ブロードキャスト・リクエ
スト送信ユニット９０４及びブロードキャスト受信機レスポンス送信ユニット（９１８，
９２０，９２２，９２４，９２６，９２８）に関連するブロードキャスト・コネクション
識別子５を保持すると仮定する。このスロットに関して、コネクション識別子２に関連す
るブロードキャスト・リクエストは、コネクション識別子５に関連するブロードキャスト
・リクエストより高いプライオリティーを持つと仮定する。
【０１０７】
　ＷＴ Ａ １１０１は、送信ユニット９０２を利用して通信されるブロードキャスト送信
リクエスト信号１１０２を生成する。ブロードキャスト・リクエスト信号１１０２は、Ｗ
Ｔ Ｂ １１０５，ＷＴ Ｃ １１０７及びＷＴ Ｄ １１０９により受信され回復される。Ｗ
Ｔ Ａ´ １１０３は、ブロードキャスト送信リクエスト信号１１０４を生成し、そして、
それはＷＴ Ｂ １１０５及びＷＴ Ｃ １１０７により受信され回復される。ＷＴ Ｄ １１
０９は、ＷＴ Ａ´ １１０３から十分に十分遠くに離れているので、それは、ＷＴ Ａ´ 
１１０３からブロードキャスト・リクエスト信号１１０４を検出せず或いはＷＴ Ａ １１
０１からブロードキャスト信号を受信することに関して干渉問題を提供しないような低電
力レベルでそれを検出する。
【０１０８】
　ＷＴ Ｂの受信機の観点から、ＷＴ Ａ´ １１０３からの同時に起こるブロードキャス
ト信号が、より高いプライオリティーを持つＷＴ Ａ１１０１からのブロードキャスト信
号のその受信に対して容認できないほどに干渉するであろうから、ＷＴ Ｂ １１０５は、
それがＷＴ Ａ´ １１０３にブロードキャストすることを抑制するよう望むことを決定す
る。したがって、ＷＴ Ｂ １１０５は、ＷＴ Ａに関連する一セットの送信ユニット（９
０６，９０８，９１０，９１２，９１４，９１６）から、レスポンス送信ユニットの一つ
を、例えばランダムに、選択する。この場合、ＷＴ Ｂ １１０５は、送信ユニット９１０
を使用するために選択する。ＷＴ Ｂ １１０５は、エアーリンク資源送信ユニット９１０
を使用して干渉制御信号１１０６を生成し送信する。
【０１０９】
　ＷＴＣの受信機の観点から、ＷＴ Ａ´ １１０３からの並列のブロードキャスト信号が
、より高いプライオリティーを持つＷＴ Ａ１１０１からのブロードキャスト信号のその
受信に対して容認できないほどに干渉するであろうから、ＷＴＣ １１０７は、それがＷ
Ｔ Ａ´ １１０３にブロードキャストすることを抑制するよう望むことを決定する。した
がって、ＷＴＣ １１０７は、ＷＴ Ａに関連する一セットの送信ユニット（９０６，９０
８，９１０，９１２，９１４，９１６）から、レスポンス送信ユニットの一つを、例えば
ランダムに、選択する。この場合、ＷＴＣ １１０７は、送信ユニット９１４を使用する
ために選択する。ＷＴＣ １１０７は、エアーリンク資源送信ユニット９１４を使用して
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干渉制御信号１００８を生成し送信する。
【０１１０】
　ＷＴ Ａ １１０１は、それ自身のプライオリティー・レベルより高いプライオリティー
に関連する資源の上で、干渉制御信号を監視する。ＷＴ Ａ １１０１は、そのような干渉
制御信号を何も検出しないので、それは、その意図されたブロードキャストを開始して良
いと判定する。
【０１１１】
　ＷＴ Ａ´ １１０３は、それ自身のプライオリティー・レベルより高いプライオリティ
ーに関連する資源の上で干渉制御信号を監視し、資源９１０の上で干渉制御信号１００６
を検出し、かつ、資源９１４の上で干渉制御信号１００８を検出する。ＷＴ Ａ´ １１０
３は、受信され検出されたより高いプライオリティーの干渉制御信号のそれぞれを、閾値
と比較する。この例では、検出されたより高いプライオリティー制御信号のうちの少なく
とも一つは、閾値を超える。したがって、ＷＴ Ａ´ １１０３は、データをブロードキャ
ストしないことに決定して、データ資源８２２においてトラフィック信号をブロードキャ
ストすることを抑制する。
【０１１２】
　ＷＴ Ａ １１０１は、データ資源８２２においてブロードキャスト・トラフィック信号
１１１０を送信し、そして、それはＷＴ Ｂ １１０５，ＷＴ Ｃ １１０７及びＷＴ Ｄ １
１０９により正常に受信され回復される。
【０１１３】
　例えば、ＷＴ Ａ １００１，ＷＴ Ａ´ １００３，ＷＴ Ｂ １００５，ＷＴ Ｃ １００
７，ＷＴ Ｄ １００９は、例えば、図３，５及び／又は７のうちの１又は複数に従った無
線デバイス、及び／又は、図２，４及び／又は６の方法のうちの１又は複数を実装する無
線デバイスである。例えば、ＷＴ Ａ １１０１，ＷＴ Ａ´ １１０３，ＷＴ Ｂ １１０５
，ＷＴ Ｃ １１０７，ＷＴ Ｄ １１０９は、例えば、図３，５及び／又は７のうちの１又
は複数に従った無線デバイス、及び／又は、図２，４及び／又は６の方法のうちの１又は
複数を実装する無線デバイスである。
【０１１４】
　様々な実施態様の技術は、ソフトウェア、ハードウェア、及び／又は、ソフトウェアと
ハードウェアとの組み合わせを使用して実装されても良い。様々な実施態様は、装置、例
えば、モバイル・アクセス端末を始めとするモバイルノード、１又は複数の接続ポイント
を含む基地局、及び／又は、通信システムに向けられる。様々な実施態様はまた、方法、
例えば、モバイルノード、基地局及び／又は通信システム（例えば、ホスト）を制御及び
／又は操作する方法に向けられる。様々な実施態様はまた、機械（例えばコンピュータ）
を方法の１又は複数のステップを実行するように制御するための機械読み取り可能なイン
ストラクションを含む機械読み取り可能な媒体（例えば、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ、ハード
・ディスクなど）に向けられる。
【０１１５】
　本明細書で説明される様々な実施形態においてノードは、例えば、データをブロードキ
ャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナルを送信すること、上記
ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く、干渉制御信号を監視する
こと、該監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否か決
定すること、第２のデバイスから、該第２のデバイスに対応する第１のプライオリティー
を持つ第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナル（該第１のブロードキャスト・
インジケータ・シグナルは、該第２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図
を示している）を受信すること、第３のデバイスから、該第３のデバイスに対応する第２
のプライオリティーを持つ第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナル（該第２の
ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第３のデバイスによりデータをブロー
ドキャストする意図を示している）を受信すること、第１及び第２のブロードキャスト・
インジケータ・シグナルの相対的なプライオリティーの関数として、干渉制御信号を送信
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するか否か決定することなど、１又は複数の方法に対応するステップを実行するために１
又は複数のモジュールを使用して実装される。それゆえ、幾つかの実施態様においては、
様々な特徴がモジュールを使用して実装される。そのようなモジュールは、ソフトウェア
、ハードウェア又はソフトウェアとハードウェアとの組み合わせを使用して実装されても
良い。上述した方法又は方法ステップの多くは、メモリ・デバイス（例えば、ＲＡＭ、フ
ロッピー（登録商標）ディスクなど）を始めとする機械読み取り可能な媒体中に含まれ、
例えば１又は複数のノードにおいて、上述した方法の全部又は一部を実行するように機械
（例えば、更なるハードウェアの有無にかかわらない汎用コンピュータ）を制御するため
の、ソフトウェアを始めとする機械実行可能なインストラクションを用いて、実装される
ことができる。したがって、とりわけ、様々な実施態様は、機械（例えば、プロセッサ及
び関連するハードウェア）に上記の（１又は複数の）方法のステップのうちの１又は複数
を実行させるための機械実行可能なインストラクションを含む機械読み取り可能な媒体に
向けられる。幾つかの実施態様は、本発明の１又は複数の方法におけるステップのうちの
１つ、複数又は全部を実行するように構成されたプロセッサを含むデバイス（例えば、通
信デバイス）に向けられる。
【０１１６】
　幾つかの実施態様は、一つのコンピュータ又は複数のコンピュータに、様々な機能、ス
テップ、アクト及び／又はオペレーション（例えば上述した１又は複数のステップ）を実
行させるためのコードを含むコンピュータ読み取り可能な媒体を含むコンピュータープロ
グラム製品に向けられる。実施態様に応じて、コンピュータープログラム製品は、各々の
ステップが実行されるための異なるコードを含むことができ、そして時々それを含む。そ
れゆえ、コンピュータープログラム製品は、方法（例えば、通信デバイス又はノードを制
御する方法）における各々の個別のステップのためのコードを含んでも良く、そして時々
それを含む。コードは、例えばＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ（Random Access Memory
））、ＲＯＭ（読出し専用メモリ（Read Only Memory））又は他のタイプの記憶装置のよ
うなコンピュータ読み取り可能な媒体に記憶された機械（例えば、コンピュータ）実行可
能なインストラクションの形であっても良い。コンピュータープログラム製品に向けられ
ることに加えて、幾つかの実施態様は、上述した１又は複数の方法における様々な機能、
ステップ、アクト及び／又はオペレーションのうちの１又は複数を実行するように構成さ
れたプロセッサに向けられる。したがって、幾つかの実施態様は、本明細書で説明された
方法におけるステップの一部又は全部を実行するように構成されたプロセッサ（例えば、
ＣＰＵ）に向けられる。例えば、プロセッサは、例えば本願において説明された通信デバ
イス又は他のデバイスに使用されても良い。
【０１１７】
　幾つかの実施形態においては、１又は複数のデバイス（例えば、無線端末を始めとする
通信デバイス）の一つのプロセッサ又は複数のプロセッサ（例えば、複数のＣＰＵ）は、
通信デバイスにより実行されるように説明された方法におけるステップを実行するように
構成される。したがって、すべてとは限らないが幾つかの実施態様は、プロセッサが含ま
れるデバイスにより実行される様々な説明された方法における、ステップの各々に対応す
るモジュールを含むプロセッサを搭載したデバイス（例えば、通信デバイス）に向けられ
る。すべてとは限らないが幾つかの実施態様において、デバイス（例えば、通信デバイス
）は、プロセッサが含まれるデバイスにより実行される様々な説明された方法における、
ステップの各々に対応するモジュールを含む。モジュールは、ソフトウェア及び／又はハ
ードウェアを用いて実装されても良い。
【０１１８】
　ＯＦＤＭシステムの文脈において説明されたが、様々な実施態様の方法及び装置の少な
くとも一部は、多くの非ＯＦＤＭ及び／又は非セルラー・システムを含む広範囲にわたる
通信システムに適用できる。
【０１１９】
　上述した様々な実施態様の方法及び装置に対する多数の更なる変形は、上述の説明を考
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慮すれば当業者にとって明らかであろう。そのような変形は、本範囲内であるとみなされ
るべきである。本方法及び装置は、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、及び／
又はアクセスノードとモバイルノードとの間に無線通信リンクを提供するのに使用し得る
様々な他のタイプの通信技術とともに用いられても良く、また、様々な実施態様はそれら
とともに用いられる。幾つかの実施形態においては、アクセスノードは、ＯＦＤＭ及び／
又はＣＤＭＡを使用してモバイルノードとの通信リンクを確立する基地局として実装され
る。様々な実施態様においては、本方法を実装するために、モバイルノードは、受信機／
送信機回路及び論理及び／又はルーチンを含むノートブック・コンピュータ、携帯情報端
末（personal data assistant）（ＰＤＡ）又は他の携帯機器として実装される。　
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された各請求項に対応する発明を付記
する。　
　［１］ブロードキャスト送信方法において、　
　データをブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・シグナル
を送信することと、　
　前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く干渉制御信号を監視
することと、　
　前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決
定することを含む方法。　
　［２］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、第１のプライオリティー・
レベルで送信され、　
　前記監視することにより検出された個々の干渉制御信号は、それぞれ、プライオリティ
ー・レベルを持ち、　
　前記ブロードキャストすることを開始するか否かを決定することは、前記第１のプライ
オリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が受信されたかどうか
を判定することを含む［１］に記載の方法。　
　［３］ブロードキャストすることを開始するか否かを決定することは、干渉制御信号が
前記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ場合に、前記第１
のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ少なくとも一つの受信され
た干渉制御信号の電力レベルに基づいて、干渉判定をすることを含む［２］に記載の方法
。　
　［４］ブロードキャストすることを開始するか否かを決定することは、該ブロードキャ
ストが開始するならば、前記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティー
を持つ前記干渉制御信号を送信したデバイスに、閾値レベル以上の干渉レベルがもたらさ
れるであろうことを前記干渉判定が判定する場合に、ブロードキャストしないことに決定
することを含む［３］に記載の方法。　
　［５］前記データをブロードキャストすることを開始するか否かの決定が、データをブ
ロードキャストする決定である場合に、前記送信されたブロードキャスト・インジケータ
・シグナルに対応するトラフィック・スロットにおいてデータをブロードキャストするこ
とを更に含む［３］に記載の方法。　
　［６］データをブロードキャストする意図を示す第２のブロードキャスト・インジケー
タ・シグナル（該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、前記第１のプラ
イオリティー・レベルとは異なる第２のプライオリティー・レベルで送信される。）を送
信することを更に含む［２］に記載の方法。　
　［７］第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルを送信するのに先立って、時
間依存性の関数に基づいて、該第２のプライオリティー・レベルを決定する［６］に記載
の方法。　
　［８］前記第２のプライオリティー・レベルを決定する前記ステップは、前記ブロード
キャスト送信方法を実装している通信デバイスに対応する識別子にも基づく［７］に記載
の方法。　
　［９］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、ＯＦＤＭシンボルのシング
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ルトーンの上で送信される［２］に記載の方法。　
　［１０］データをブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・
シグナルを生成するように構成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナル生成モ
ジュールと、　
　前記生成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルをブロードキャストするよ
うに無線送信機モジュールを制御するように構成されたブロードキャスト・インジケータ
・シグナル制御モジュールと、　
　前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く干渉制御信号を監視
するように構成されたレスポンス監視モジュールと、　
　前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決
定するように構成されたブロードキャスト決定モジュールとを含む無線端末。　
　［１１］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、第１のプライオリティー
・レベルで送信され、　
　前記監視することにより検出された個々の干渉制御信号は、それぞれ、プライオリティ
ー・レベルを持ち、　
　前記無線端末は、　
　前記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が
受信されたかどうか判定するように構成されたプライオリティー比較モジュールを更に含
み、　
　前記ブロードキャスト決定モジュールは、前記プライオリティー比較モジュールの決定
の関数として、データをブロードキャストすることを開始するか否か判定するように構成
された［１０］に記載の無線端末。　
　［１２］受信された干渉制御信号の電力レベルを測定するように構成された電力測定モ
ジュールを更に含み、　
　前記ブロードキャスト決定モジュールは、前記レスポンス監視モジュールにより前記第
１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が検出され
た場合に、前記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ受信さ
れた少なくとも一つの干渉制御信号の電力レベルに基づいて、データをブロードキャスト
することを開始するか否かを決定するように構成された［１１］に記載の無線端末。　
　［１３］前記無線端末がブロードキャストを開始する場合における他のデバイスに対す
る干渉を判定するように構成された干渉判定モジュールを更に含み、　
　前記ブロードキャスト決定モジュールは、該ブロードキャストが開始するならば、前記
第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ前記干渉制御信号を送
信したデバイスに、閾値レベル以上の干渉レベルがもたらされるであろうことを前記干渉
判定モジュールが判定する場合に、ブロードキャストしないことに決定するように構成さ
れた［１２］に記載の無線端末。　
　［１４］前記データをブロードキャストすることを開始するか否かの決定が、データを
ブロードキャストする決定である場合に、前記送信されたブロードキャスト・インジケー
タ・シグナルに対応するトラフィック・スロットにおいてデータをブロードキャストする
ように前記無線端末を制御するように構成されたブロードキャスト・トラフィック・シグ
ナリング制御モジュールを更に含む［１２］に記載の無線端末。　
　［１５］前記無線端末により送信されるべきブロードキャスト・インジケータ・シグナ
ルに関連するプライオリティー・レベルを判定するように構成されたブロードキャスト・
インジケータ・シグナル・プライオリティー・レベル判定モジュールを更に備え、　
　前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナル・プライオリティー・レベル判定モジ
ュールは、時間依存性の関数に基づいて、前記プライオリティー・レベルを判定する［１
４の無線端末。　
　［１６］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナル・プライオリティー・レベル
判定モジュールは、前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルを送信するつもりで
ある前記無線端末に対応する識別子に基づいて、前記プライオリティー・レベルを判定す
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るように構成された［１５］に記載の無線端末。　
　［１７］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、ＯＦＤＭシンボルのシン
グルトーンの上で送信される［１１］に記載の無線端末。　
　［１８］データをブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジケータ・
シグナルを生成するためのブロードキャスト・インジケータ・シグナル生成手段と、　
　前記生成されたブロードキャスト・インジケータ・シグナルをブロードキャストするよ
うに無線送信機手段を制御するためのブロードキャスト・インジケータ・シグナル制御手
段と、　
　前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く干渉制御信号を監視
するためのレスポンス監視手段と、　
　前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開始するか否かを決
定するためのブロードキャスト決定手段とを含む無線端末。　
　［１９］前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、第１のプライオリティー
・レベルで送信され、　
　前記監視することにより検出された個々の干渉制御信号は、それぞれ、プライオリティ
ー・レベルを持ち、　
　前記無線端末は、　
　前記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が
受信されたかどうか判定するためのプライオリティー比較手段を更に含み、　
　前記ブロードキャスト決定手段は、前記プライオリティー比較モジュールの決定の関数
として、データをブロードキャストすることを開始するか否か判定する［１８］に記載の
無線端末。　
　［２０］受信された干渉制御信号の電力レベルを測定するための電力測定手段を更に含
み、　
　前記ブロードキャスト決定手段は、前記レスポンス監視手段により前記第１のプライオ
リティー・レベルより高いプライオリティーを持つ干渉制御信号が検出された場合に、前
記第１のプライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ受信された少なくと
も一つの干渉制御信号の電力レベルに基づいて、データをブロードキャストすることを開
始するか否かを決定する［１９］に記載の無線端末。　
　［２１］前記無線端末がブロードキャストを開始する場合における、他のデバイスに対
する干渉を判定するための干渉判定手段を更に含み、　
　前記ブロードキャスト決定手段は、該ブロードキャストが開始するならば、前記第１の
プライオリティー・レベルより高いプライオリティーを持つ前記干渉制御信号を送信した
該デバイスに、閾値レベル以上の干渉レベルがもたらされるであろうことを前記干渉判定
手段が判定する場合に、ブロードキャストしないことに決定する［２０］に記載の無線端
末。　
　［２２］前記データをブロードキャストすることを開始するか否かの決定が、データを
ブロードキャストする決定である場合に、前記送信されたブロードキャスト・インジケー
タ・シグナルに対応するトラフィック・スロットにおいてデータをブロードキャストする
ように前記無線端末を制御するブロードキャスト制御手段を更に含む［２０］に記載の無
線端末。　
　［２３］コンピュータープログラム製品において、前記コンピュータープログラム製品
は、　
　コンピュータに、データをブロードキャストする意図を示すブロードキャスト・インジ
ケータ・シグナルを送信することを制御させるためのコードと、　
　コンピュータに、前記ブロードキャスト・インジケータ・シグナルの送信の後に続く干
渉制御信号を監視させるためのコードと、　
　コンピュータに、前記監視の結果に基づいて、データをブロードキャストすることを開
始するか否かを決定させるためのコードとを含むコンピュータ読み取り可能な媒体を含む
コンピュータープログラム製品。　
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　［２４］第１のデバイスを操作する方法において、　
　第２のデバイスから、該第２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示
す該第２のデバイスに対応する第１のプライオリティーを持つ第１のブロードキャスト・
インジケータ・シグナルを受信することと、　
　第３のデバイスから、該第３のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示
す該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持つ第２のブロードキャスト・
インジケータ・シグナルを受信することと、　
　前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルの相対的なプライオリ
ティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をすることを含む方法
。
　［２５］干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をすることは、　
　前記第２及び第３のデバイスのうちでより低いプライオリティーの一つが、前記第２及
び第３のデバイスのうちでより高いプライオリティーの一つに対して容認できないレベル
の干渉をもたらすか否か判定することと、　
　前記干渉のレベルが容認できないことが判定された場合に、干渉制御信号を送信するこ
とを含む［２４］に記載の方法。　
　［２６］前記干渉制御信号は、前記第２及び第３のデバイスのうちでより高いプライオ
リティーの一つのプライオリティー・レベルに対応するプライオリティー・レベルで送信
される［２５］に記載の方法。　
　［２７］前記干渉制御信号を送信することは、前記第２及び第３のデバイスのうちでよ
り高いプライオリティーの一つのプライオリティー・レベルを持つ複数の干渉信号送信資
源から、干渉信号資源を選択することを含む［２６］に記載の方法。　
　［２８］前記複数の干渉信号送信資源は、個々のＯＦＤＭトーンシンボルである［２６
］に記載の方法。　
　［２９］前記第１及び第２のデバイスのプライオリティーは、時間とともに変化するも
のである［２６］に記載の方法。　
　［３０］無線通信デバイスにおいて、　
　信号を受信するように構成された無線受信機モジュールと、　
　（ｉ）前記受信した信号において、第２のデバイスからの第１のブロードキャスト・イ
ンジケータ・シグナル（該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第２
のデバイスに対応する第１のプライオリティーを持ち、該第１のブロードキャスト・イン
ジケータ・シグナルは、該第２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示
す）を検出し、（ｉｉ）前記受信した信号において、第３のデバイスからの第２のブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナル（該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルは、該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持ち、該第２のブロード
キャスト・インジケータ・シグナルは、該第３のデバイスによりデータをブロードキャス
トする意図を示す）を検出するように構成されたブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナル監視モジュールと、　
　前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルの相対的なプライオリ
ティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をするように構成され
た干渉制御シグナリング決定モジュールとを含む無線通信デバイス。　
　［３１］前記干渉決定シグナリング決定モジュールは、　
　前記第２及び第３のデバイスのうちでより低いプライオリティーの一つが、前記第２及
び第３のデバイスのうちでより高いプライオリティーの一つに対して容認できないレベル
の干渉をもたらすか否か判定するように構成された干渉トレランス判定サブモジュールと
、　
　干渉制御信号を生成するように構成された干渉制御信号生成モジュールと、　
　前記干渉制御シグナリング決定モジュールが干渉制御信号を送信することに決定する場
合に、前記生成された干渉制御信号を送信するように無線送信機モジュールを制御するよ
うに構成された干渉制御信号制御モジュールとを含む［３０］に記載の無線通信デバイス
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。　
　［３２］前記干渉制御シグナリング決定モジュールは、前記干渉のレベルが容認できな
いと前記干渉トレランス判定サブモジュールが判定する場合に、干渉制御信号を送信する
ことに決定する［３１］に記載の無線通信デバイス。　
　［３３］前記干渉制御信号制御モジュールは、前記第２及び第３のデバイスのうちでよ
り高いプライオリティーの一つのプライオリティー・レベルに対応するプライオリティー
・レベルで、前記生成された制御干渉信号を送信するように無線送信機モジュールを制御
するように構成された［３１］に記載の無線通信デバイス。　
　［３４］前記干渉制御信号制御モジュールは、前記第２及び第３のデバイスのうちでよ
り高いプライオリティーの一つのプライオリティー・レベルを持つ複数の干渉信号送信資
源から、干渉信号資源を選択するように構成されたレスポンス資源選択モジュールを更に
含む［３３］に記載の無線通信デバイス。　
　［３５］前記複数の干渉信号送信資源は、個々のＯＦＤＭトーンシンボルである［３３
］に記載の無線通信デバイス。　
　［３６］前記第１及び第２のデバイスのプライオリティーは、時間とともに変化するも
のであり、　
　前記通信デバイスは、デバイス識別子を、繰り返されるタイミング構造における複数の
スロットの各々に関するプライオリティー・レベルに関連付けるために用いられる格納情
報を更に含む［３３］に記載の無線通信デバイス。　
　［３７］無線通信デバイスにおいて、　
　信号を受信するための無線受信機手段と、　
　（ｉ）前記受信した信号において、第２のデバイスからの第１のブロードキャスト・イ
ンジケータ・シグナル（該第１のブロードキャスト・インジケータ・シグナルは、該第２
のデバイスに対応する第１のプライオリティーを持ち、該第１のブロードキャスト・イン
ジケータ・シグナルは、該第２のデバイスによりデータをブロードキャストする意図を示
す）を検出し、（ｉｉ）前記受信した信号において、第３のデバイスからの第２のブロー
ドキャスト・インジケータ・シグナル（該第２のブロードキャスト・インジケータ・シグ
ナルは、該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持ち、該第２のブロード
キャスト・インジケータ・シグナルは、該第３のデバイスによりデータをブロードキャス
トする意図を示す）を検出するためのブロードキャスト・シグナル監視手段と、　
　前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルの相対的なプライオリ
ティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をするための干渉制御
シグナリング決定手段とを含む無線通信デバイス。　
　［３８］前記干渉決定シグナリング決定モジュールは、　
　前記第２及び第３のデバイスのうちでより低いプライオリティーの一つが、前記第２及
び第３のデバイスのうちでより高いプライオリティーの一つに対して容認できないレベル
の干渉をもたらすか否か判定するための干渉トレランス判定手段と、　
　干渉制御信号を生成するための干渉制御信号生成手段と、　
　前記干渉制御シグナリング決定手段が干渉制御信号を送信することに決定する場合に、
前記生成された干渉制御信号を送信するように無線送信機モジュールを制御するための干
渉制御信号制御手段とを含む［３７］に記載の無線通信デバイス。　
　［３９］前記干渉制御シグナリング決定手段は、前記干渉のレベルが容認できないと前
記干渉トレランス判定手段が判定する場合に、干渉制御信号を送信することに決定する［
３８］に記載の無線通信デバイス。　
　［４０］通信デバイスに用いられるコンピュータープログラム製品において、前記コン
ピュータープログラム製品は、　
　コンピュータに、第２のデバイスから、該第２のデバイスによりデータをブロードキャ
ストする意図を示す該第２のデバイスに対応する第１のプライオリティーを持つ第１のブ
ロードキャスト・インジケータ・シグナルを受信させるためのコードと、　
　コンピュータに、第３のデバイスから、該第３のデバイスによりデータをブロードキャ
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ストする意図を示す該第３のデバイスに対応する第２のプライオリティーを持つ第１のブ
ロードキャスト・インジケータ・シグナルを受信させるためのコードと、　
　コンピュータに、前記第１及び第２のブロードキャスト・インジケータ・シグナルの相
対的なプライオリティーの関数として、干渉制御信号を送信するか否かに関する決定をさ
せるためのコードとを含むコンピュータ読み取り可能な媒体を含むコンピュータープログ
ラム製品。
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